
Topics

活
動
の
要
は
「
健
康
活
動
」「
友
愛
活
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
奉
仕
活
動
」
の
３
つ
で
す
。

〈
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
は
？
〉

■
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
60
歳
以
上
の
方
が
集
ま
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す　
■
現
在
45
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
は
３
１
５
６
人
、
男
女
比
は

ほ
ぼ
半
分
、
70
歳
代
の
方
が
多
い
で
す　
■
活
動
の

要
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
の
「
健
康
活
動
」、
地

域
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
見
守
り
を
行
う
「
友
愛
活

動
」、
花
壇
の
整
理
や
清
掃
、
学
童
の
見
守
り
な
ど
の

「
奉
仕
活
動
」
の
３
つ
で
す　
■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

て
面
倒
を
見
る
の
は
大
変
で
す
が
、
社
会
と
の
接
点

を
作
っ
て
お
く
と
い
う
意
味
で
は
と
て
も
大
事
な
活

動
だ
と
思
い
ま
す　
■
最
近
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
で
町
内
会
・
自
治
会
を
抜
け
て
し
ま
う
方
が
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
声
を

掛
け
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す

■
会
員
増
強
が
課
題
で
す　
■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

〈
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
〉

〈
悩
み
や
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？
〉

を
週
２
回
、
他
に
輪
投
げ
と
カ
ラ
オ
ケ
を
月
２
回
や

っ
て
い
ま
す　
■
ま
ち
の
清
掃
後
の
お
茶
飲
み
会
が

楽
し
い
で
す　
■
日
帰
り
旅
行
や
新
春
に
は
落
語
を

聴
く
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

■
日
々
の
活
動
が
健
康
寿
命
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す

■
年
２
回
の
歩
こ
う
会
で
は
、
電
車
に
乗
る
と
き
に

切
符
を
取
り
忘
れ
た
り
、
失
く
し
て
し
ま
う
人
が
い
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高齢者クラブ

市議会

今回は、グラウンドゴルフやカラオ
ケ、ボランティア活動など、日々元
気にご活躍中のあきる野市高齢者ク
ラブ連合会役員の皆さんです。日頃
の活動内容や悩み、今後についてお
話を伺いました。

No.2

No.3

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、２
月
９
日
に
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、「
議
員

定
数
に
つ
い
て
」
全
議
員
が
活
発
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
さ

ら
に
そ
の
議
論
を
深
め
る
た
め
、再
度
、議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
で
き
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
議
員
定
数
に
関
す
る
議
員
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、
昨
年
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
、
伝
わ
る
、
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
あ
き
る
野
市

議
会
と
議
会
だ
よ
り
「
ギ
カ
イ
の
時
間
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
議
会
活
動
や
議
会
改
革
の
た
め

の
貴
重
な
資
料
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
次
号

の
「
ギ
カ
イ
の
時
間
」
に
お
い
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

平成 28年９月９日から 23日まで調査期間
調査の概要

調査地域
調査対象

主　　な
調査項目

あきる野市全域

市内在住の満18歳以上の市民2,500人（無作為抽出）

回 収 率 34.3％（857人）

・「ギカイの時間」を読んでいますか？
・市議会を傍聴したことがありますか？
・開かれた議会にするために必要だと感じる
  ことは何ですか？　　　　　　　　　　など

▼
日
時

　
平
成
28
年
11
月
14
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
場
所

　
市
役
所
６
階　
議
場

▼
そ
の
他

　
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

前回の議員全員協議会の様子

〈
こ
れ
か
ら
の
展
望
は
？
〉

■
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
て
い
き
ま

す　
■
み
ん
な
が
喜
ん
で
、
楽
し
ん
で
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す

■
町
内
会
・
自
治
会
と
ふ
れ
あ
い
福
祉
活
動
、
そ
し

て
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
こ
の
３
つ
で
う
ま
く
連
携
し
て

い
き
た
い
で
す

の
練
習
が
で
き
る
広
い
公
園
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん　
■
行
事
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
活
動
場
所

へ
行
く
途
中
の
交
通
事
故
は
対
象
外
な
の
で
、
そ
こ

が
心
配
で
す
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No.1

〈
市
や
議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
？
〉

■
地
域
事
情
や
管
理
に
よ
っ
て
有
料
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
る
の
で
、
全
て
無
料
に
し
て
ほ
し
い
で
す　

■
西
秋
留
地
区
に
河
川
運
動
公
園
が
で
き
る
と
い
い

で
す
ね　
■
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
道
具
を
置
け
る
小
屋
な

ど
が
あ
る
と
い
い
で
す　
■
活
動
後
バ
ス
を
待
つ
時

間
が
長
い
の
で
、
も
う
少
し
本
数
が
増
え
る
と
い
い

で
す
ね　
■
市
議
会
に
も
60
歳
以
上
の
方
が
い
ま
す

の
で
、「
地
元
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
入
ろ
う
」
と
い
う

運
動
を
一
緒
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね　
■
現
在
、

秋
川
３
、
４
、
５
丁
目
が
瀬
戸
岡
の
管
轄
で
す
が
、

人
口
も
多
い
の
で
、
新
し
い
町
内
会
や
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す

第
１
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、
10
月
12
日
と
15
日
の
２
日
間
、
あ
き
る
野
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
第
１
回
議
会
報
告
会
を
、
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

中
央
公
民
館
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
後
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

あ
き
る
野
市
議
会
の
概
要
に
つ
い
て
の

説
明
の
あ
と
、
９
月
定
例
会
議
で
審
議

さ
れ
た
議
案
等
や
決
算
特
別
委
員
会
で

議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

主
な
意
見

　
否
決
さ
れ
た
案
件
に
対
し
て
、
賛
成

　
討
論
の
み
で
、
反
対
討
論
が
な
か
っ

　
た
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。

　
議
員
間
の
討
議
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

　
決
算
特
別
委
員
会
の
日
程
を
も
う
一

　
日
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
本
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
委
員
会
の

　
会
議
録
の
冊
子
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

　
又
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
パ
ソ

　
コ
ン
を
設
置
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う

　
に
し
て
ほ
し
い
。

10 月 12日の報告会（議会報告）の様子 10月 15日の報告会（意見交換）の様子

日　時
10 月 12日（水）
午後7時30分から9時まで

10月 15日（土）
午後1時30分から3時まで

場　所

中央公民館
第６、７研修室

五日市地域交流センター
第４、５会議室

参加者数

12 人

21 人

参
加
者
と
議
員
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
あ
き
る
野
市
の
観
光
に
つ

い
て
考
え
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

主
な
意
見

　
次
の
季
節
に
ま
た
訪
れ
て
も
ら
え
る

　
よ
う
に
、
季
節
ご
と
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し

　
て
は
。
冬
場
の
観
光
が
課
題
な
の
で
、

　
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
。

　
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、
農
業
が
体

　
験
で
き
る
観
光
農
園
を
作
っ
て
い
く
。

　
そ
し
て
定
住
化
に
も
つ
な
げ
る
。

　
住
民
が
学
習
会
、
講
演
会
な
ど
を
通

　
じ
て
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
し
、Ｐ
Ｒ

　
で
き
る
観
光
の
目
を
養
っ
て
い
く
。

　
道
路
、
駐
車
場
、
公
共
交
通
網
、
レ

　
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
充
実
。

第
２
部　
意
見
交
換

第
１
部　
議
会
報
告

町内会・自治会を単位にふれあい福祉委員会を設置し、隣近所への声かけ・見守り活動を主とした住民同士の助けあいを推進している。
※ふれあい福祉活動

※
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今号では
この中から
3つを

９
月
定
例
会
議
の
議
案
は

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

月
定
例
会
議　
会
議
期
間　
日
間　
月　
日
〜　
月　
日  

23

9

8

30

9

21

　
月
定
例
会
議　
議
案
審
議

9

環境建設委員会 市内視察広報広聴委員会 先進地へ視察

総務委員会 市内視察 常任委員会と各種団体との意見交換会

広報広聴委員会では、７月 21日に東村山市議会
を訪れました。議会報告会の内容や開催方法など
についての説明を受け、活発な意見交換を行いま
した。

環境建設委員会では、８月８日に東京サマーラン
ド前の魚道の現地視察を行い、砂利が堆積してい
る現況を確認しました。

総務委員会では、９月６日に災害時に災害対策本
部が設置される防災センターと、災害用の備蓄品
や発電機などの備品を保管している防災倉庫（旧
秋川図書館）を視察しました。

福祉文教委員会では７月12 日に公立阿伎留医療
センターと、また環境建設委員会では７月 25日
に農業委員会と、８月８日に商工会との意見交換
会を開催しました。各団体の現状や課題を直接聞
くことができ、有意義な意見交換会となりました。

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
た
め
の

補
助
金
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

介
護
に
携
わ
る
人
の
負
担
軽
減
の
た
め
、介
護
保
険
事
業
者
に
対
し
て

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
費
用
を
国
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。
補

助
額
は
、
６
１
５
万
３
千
円
で
す
。

〈 

議
案
第　
号 

〉
平
成
28
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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計　
件
20

市
長
提
出
議
案…

16１
件

議
員
提
出
議
案…

件
3

陳
情…

…
…
…
…

件

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
？

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
移
乗
介
護
、

移
動
支
援
、
排
せ
つ
支
援
、
見
守
り
、

入
浴
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い

て
使
用
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
効
果
の
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
具
体

的
に
は
、
着
用
型
筋
力
補
助
装
置
の
導

入
や
見
守
り
機
能
付
き
介
護
ベ
ッ
ト
の

購
入
等
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。

あきる野市議会レポート

﹇ 

書
き
方 

﹈

● 

請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、
理

由
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

簡
潔
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
場
所
な
ど
の
表
示
が
必

要
な
も
の
は
、
図
面
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

● 

２
名
以
上
で
請
願
（
陳
情
）
を
行
う
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
を
書
い

た
署
名
簿
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
署
名
者
が
そ
の
請
願（
陳
情
）

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
各
署
名
簿
に
件
名
、

趣
旨
、
理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇ 

提
出
先 

﹈

あ
き
る
野
市
役
所
６
階
の
議
会
事
務
局
に
、直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間:

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡（
５
５
８
）
１
１
１
１

○○○に関する請願（陳情）

１．趣旨
２．理由
　紹介議員　○○○○
　　　　　平成　　年　　月　　日
請願（陳情）者
住　　所
氏　　名　　　　　　　　外　　名
電話番号
あきる野市議会議長　○○○○　殿

○印

○印

提
案
理
由

政 策

全
学
年
で
の
35
人
学
級
実
施
を

要
望
す
る
意
見
書
は
提
出
し
ま
せ
ん
。

少
人
数
の
学
級
編
成
は
、学
習
効
果
を
高
め
る
点
に
お
い
て
も
、人
格

形
成
の
た
め
に
も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、全
学
年
で
の
35
人
学
級
の
実

現
を
要
望
す
る
意
見
書
を
国
と
東
京
都
に
提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う

陳
情
で
す
。反
対
議
員
が
多
か
っ
た
た
め
、意
見
書
は
提
出
し
ま
せ
ん
。

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
が
健
康
障
害
を
被

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
社
会
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
２
０
２
０
年
に
控
え
た
東
京

都
に
対
し
、受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
議
員
の
賛
成
で
都
及
び
都
議
会
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

〈 

議
員
提
出
議
案
第　
ー　
号 

〉
　
　
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

28

5

〈 

陳
情
第　
ー　
号 

〉
　
　
全
学
年
で
の
35
人
学
級
実
施
を
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

28

5

東
京
都
の
み
な
ら
ず
日
本
が
世
界
の
注

目
を
集
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
あ
た
っ
て
、
国
際
的
に
常

識
と
な
り
つ
つ
あ
る
受
動
喫
煙
を
避
け

る
た
め
の
有
効
な
手
段
を
と
ら
な
い
こ

と
は
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
、
大

き
な
損
失
に
な
り
か
ね
な
い
。

喫
煙
者
の
権
利
も
守
り
、
飲
食
店
な
ど

の
実
情
も
考
慮
し
つ
つ
、
受
動
喫
煙
防

止
を
積
極
的
に
進
め
る
対
策
が
早
急
に

必
要
な
た
め
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

35
人
学
級
の
制
度
化
は
施
設
の
問
題
も

あ
る
し
、
か
な
り
の
先
生
の
増
員
も
必

要
だ
と
思
う
。

現
在
す
で
に
実
施
し
て
い
る
少
人
数
指

導
や
特
別
支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
っ

た
方
が
い
い
。

今
の
先
生
は
非
常
に
多
忙
で
あ
り
、35
人

学
級
が
実
現
す
れ
ば
か
な
り
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
。
先
生
の
負
担
を
軽
減

し
な
く
て
は
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教

育
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

05 ギカイの時間 ギカイの時間 20

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
か
ら
の

要
望
で
市
道
及
び
橋
梁
の
新
設

や
改
修
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
道

路
照
明
や
樹
木
の
伐
採
、
排
水

不
良
や
浸
水
な
ど
の
要
望
件
数

と
未
着
手
の
件
数
、
未
着
手
事

業
の
完
成
費
用
は
い
く
ら
か
。

平
成
28
年
７
月
末
現
在
で
、市
道

の
新
設
及
び
改
修
・
補
修
要
望

の
件
数
は
75
件
、
う
ち
未
施
行

が
13
件
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
54

件
で
未
着
手
が
１
件
。
道
路
照

明
は
47
件
で
未
着
手
が
１
件
。

樹
木
の
伐
採
は
44
件
で
未
着
手

は
な
し
。
側
溝
清
掃
等
は
33
件

で
未
着
手
が
２
件
と
な
っ
て
い

る
。
未
着
手
の
理
由
は
、
地
権

者
や
近
隣
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
未
着
手

事
業
の
費
用
は
、
約
24
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
が
及
ぼ
し
た
国
家
賠

償
法
「
国
又
は
公
共
団
体
の
公

権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
が
、

そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
、

故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
違
法

に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き

は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
、
こ

れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。」

に
基
づ
い
た
内
容
を
知
ら
な
い

で
泣
き
寝
入
り
す
る
市
民
も
多

い
と
思
う
が
、
合
併
後
の
賠
償

件
数
は
何
件
あ
っ
て
、
賠
償
金

の
総
額
は
い
く
ら
か
。

過
去
10
年
分
の
計
上
で
、
件
数

が
21
件
、
金
額
が
２
８
９
万
７

３
４
６
円
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
市
内
に
点
在
す
る
遊
休
地
、

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

野村　正夫

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

　
12
月
定
例
会
議
で
は
11
月
21
日（
月
）ま
で
に
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
を
審
査
し
ま
す
。

〈 

請
願 

〉

市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
議
長
が
受
理
し
、各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
。議
会
最
終
日
に
各
常
任
委
員
長

が
審
査
結
果
を
報
告
し
、採
択・
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

〈 

陳
情 

〉

市
議
会
議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
請

願
と
同
じ
で
す
。



平成27年度決算をチェック □教 育

財 政

ギカイの時間 0619 ギカイの時間 

歳入（収入） 歳出（支出）

ギカイの時間 06

税金の使い方を確認しました。

一般会計歳入 一般会計歳出

一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）

321億5140万9041円

533億8902万8810円
平成 27 年度各会計決算状況

一般会計

特別会計

３３０億２０２５万１８６３円

国民健康保険 １１１億４２０８万１８１円
後期高齢者医療 １７億１７５３万３５２９円
介護保険 ５５億６３９２万１３４５円
戸倉財産区 １０５４万２８６７円
下水道事業 ３３億５３１９万４６１８円
テレビ共同受信事業 ２９７４万１８４２円

３２１億５１４０万９０４１円

１０７億８８２３万５５３８円
１６億６７５８万３９４５円
５４億３７６０万７２３０円

２４６万４３５７円
３３億１１９８万６８５７円

２９７４万１８４２円

市税 32.1％

都支出金
14.8％

国庫支出金
12.3％

地方交付税
12.2％

市債
13.4％

地方消費税交付金 5.4％

諸収入 2.5％

繰越金 2.3％

使用料及び手数料 1.3％ 分担金及び負担金 1.2％
その他 2.5％

民生費 39.3％

土木費
11.1％

教育費
8.8％

衛生費
9.5％

公債費
9.5％

総務費
14.0％

消防費 3.7％

商工費 2.1％

農林水産費 1.1％
その他 0.9％

市長は、翌年度予算を決める３月の定例会議
までに、監査委員がチェックした前年度決算
について、議会の審査・確認を受けなければ
なりません。そのため、９月13日・14日の２日
間、皆さんが納めた税金がどのように使われ
たか、決算特別委員会を開催し確認しました。
そして全ての決算が認定されました。使い道
について一部を左ページで紹介します。

２
０
２
０
年
か
ら
小
中
学
校
で

順
次
実
施
す
る
次
期
学
習
指
導

要
領
の
中
間
報
告
が
公
表
さ
れ

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視

点
か
ら
学
習
課
程
の
質
的
な
改

善
を
図
る
こ
と
、
ま
た
小
学
校

中
学
年
で
外
国
語
活
動
を
実
施

し
、
高
学
年
で
は
外
国
語
活
動

か
ら
英
語
科
へ
移
行
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。こ
れ
に
対
し
市
で
は
、

平
成
28
年
度
の
小
中
一
貫
教
育

研
究
校
で
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー

ニ
ン
グ
型
授
業
を
テ
ー
マ
に
教

育
研
究
を
推
進
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
英
語
教
育
は

平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
中
学

年
で
は
外
国
語
活
動
を
、
高
学

年
で
は
英
語
科
を
段
階
的
先
行

実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
通
級
制
に
代

わ
り
特
別
支
援
教
室
を
実
施
し

て
い
る
。

他
に
都
市
計
画
道
路
、
自
然
災

害
、
過
疎
化
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

清水　晃

富
士
通
が
あ
き
る
野
市
か
ら
撤

退
す
る
と
聞
く
。
当
市
で
の
操

業
期
間
と
納
税
へ
の
影
響
は
。

操
業
期
間
は
約
16
年
。
土
地
の

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

建
物
が
変
更
さ
れ
た
場
合
や
法

人
数
と
従
業
員
数
の
変
動
に
よ
っ

て
は
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
な

ど
へ
の
影
響
が
あ
る
。

初
雁
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
ど
の
く
ら
い
納
税
へ
の

影
響
が
あ
る
か
。

平
成
28
年
に
市
街
化
区
域
に
編

入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
今
後
、
都

市
計
画
税
を
課
税
。
こ
れ
ま
で

の
固
定
資
産
税
と
比
較
す
る
と

大
幅
な
増
額
に
な
る
ほ
か
、
進

出
企
業
へ
の
法
人
市
民
税
な
ど

の
課
税
も
考
え
ら
れ
る
。

市
長
公
用
車
を
ハ
イ
ヤ
ー
に
変

え
た
の
は
、
い
つ
か
ら
で
、
そ

の
経
費
は
。

指
名
競
争
入
札
で
平
成
27
年
７

月
か
ら
３
年
間
の
契
約
。
税
込

み
で
年
間
５
１
８
万
４
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

小
池
都
知
事
は
知
事
報
酬
を
半

減
す
る
た
め
の
条
例
案
を
提
出

す
る
と
の
こ
と
。
市
長
も
身
を

切
る
改
革
に
着
手
さ
れ
た
ら
ど

う
か
。

小
池
知
事
は
選
挙
公
約
に
基
づ

き
、
知
事
報
酬
の
削
減
を
実
施

す
る
と
理
解
し
て
い
る
。
私
も

選
挙
公
約
で
掲
げ
た
各
施
策
に

つ
い
て
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。 奥秋　利郎

次
期
学
習
指
導
要
領

に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

交 通

政 策
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交
通
施
策
に
つ
い
て

拡
幅
中
の
都
道
１
６
９
号
線
に

お
い
て
、
滝
山
街
道
の
抜
け
道

と
し
て
通
行
量
が
増
加
し
、
小

学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
交
通
事
故
が
懸
念

さ
れ
る
。市
と
し
て
関
係
各
所
と

連
携
を
と
っ
た
後
の
対
応
策
は
。

都
道
１
６
９
号
線
渕
上
・
日
野

線
及
び
市
道
１
２
９
号
線
の
拡

幅
促
進
協
議
会
か
ら
も
要
望
が

あ
り
、
現
在
、
交
通
規
制
等
に

つ
い
て
、
交
通
管
理
者
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。

本
年
４
月
末
か
ら
大
型
車
は
進

入
禁
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
通

学
時
間
の
速
度
超
過
に
対
し
て

対
策
で
き
な
い
か
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
置
が
考

え
ら
れ
る
。
西
秋
留
小
学
校
周

辺
に
も
２
か
所
、
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
が
あ
る
。
子
ど
も
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

小
学
校
区
ご
と
に
、
徒
歩
で
通

学
で
き
る
半
径
５
０
０
ｍ
の
範

囲
を
目
途
と
し
一
定
地
域
に
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
や
警
察
署
、
関
係
諸
団
体
と

連
携
を
図
り
、
交
通
取
り
締
ま

り
の
強
化
、
啓
発
な
ど
の
協
力

体
制
を
ま
ず
は
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
に
当
市
の
未
来
、
教
師
の
多

忙
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

中村 のりひと

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
に
つ
い
て

平
成
27
年
４
月
の
改
正
介
護
保

険
法
で
、
来
年
４
月
か
ら
始
ま

る
市
に
よ
る
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

国
が
行
っ
て
い
た
要
支
援
の
方

の
介
護
予
防
を
、
自
治
体
が
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
な
い
か
。

入
浴
介
護
な
ど
の
身
体
介
護
を

含
む
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
、

食
事
の
調
理
な
ど
の
生
活
援
助

の
み
の
サ
ー
ビ
ス
の
ど
ち
ら
も
、

内
容
は
移
行
前
と
同
様
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
低
下
は
し
な
い
。

訪
問
介
護
職
員
の
ほ
か
に
、
市

が
実
施
す
る
研
修
を
受
講
し
た

研
修
者
も
従
事
で
き
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
か
ら
、

身
体
介
護
等
の
項
目
を
除
い
た

介
護
の
基
本
、
介
護
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
老
化

の
理
解
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

介
護
事
業
者
は
年
々
事
業
内
容

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
っ

か
り
と
し
た
介
護
研
修
者
へ
の

報
酬
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
市

の
取
り
組
み
は
。　　

関
係
法
令
に
基
づ
き
、
介
護
事

業
者
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に

支
払
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
雇
用
に
か
か
る
事
業
者
へ

の
指
導
は
、
労
働
基
準
監
督
署

な
ど
の
機
関
が
所
管
し
て
お
り
、

市
が
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

他
に
高
齢
者
福
祉
、
富
士
通
周

辺
の
都
市
計
画
、増
戸
地
区
生
活

環
境
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 合川　哲夫

＊千円以下切り捨て

総務費
45億 295万円

土地開発公社清算代位弁済金

社会保障・税番号制度
総合行政システム
改修等委託料

17億 9000万円

2049万円

民生費
126億 4097万円

高齢者緊急通報システム
事業委託料

生活困窮者自立支援事業経費

614万円

397万円

民生費

児童手当

子育てひろば設置工事
13億 3150万円

762万円

衛生費
30億 3974万円

がん検診事業健康診断委託料

環境基本計画推進業務委託料
8億円

210万円

農林水産費
3億 4709万円

林道鍾乳洞沢線開設工事

有害鳥獣捕獲委託料
3028万円

315万円

商工費
6億 7321万円

秋川渓谷観光実態調査委託料

旧戸倉小学校観光施設整備事業
改良・改修工事

　189万円

2億 2847万円

土木費
35億 6931万円

市営住宅解体除却工事

学校給食センター用地買収費

消防費
11億 8606万円

消防車両購入費

ハザードマップ作成委託料
4516万円

326万円

4066万円

7億 3555万円

教育費
28億 3969万円

全国地芝居サミット
開催事業補助金

小学校体育館屋根
防水改修工事

1728万円

2255万円



防 災

福 祉

賛成反対

平成27年度決算をチェック □

ギカイの時間 0817 ギカイの時間 

災
害
対
応
つ
い
て

市
道
に
接
す
る
石
垣
の
調
査
及

び
対
応
を
伺
う
。

職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
市
民
情
報
に
基
づ
く
現
地
確

認
を
し
て
い
る
。

あ
き
る
野
市
で
は「
秋
川
渓
谷
」

な
ど
観
光
に
力
を
入
れ
、
観
光

客
は
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

災
害
時
の
観
光
客
の
帰
宅
困
難

者
へ
の
対
応
を
伺
う
。

五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
、
東
部
図

書
館
エ
ル
を
帰
宅
困
難
者
の
受

け
入
れ
施
設
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
及
び

西
東
京
バ
ス
と
帰
宅
困
難
者
対

応
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。

災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
公

衆
電
話
が
有
効
で
あ
る
と
の
報

道
も
あ
る
が
、
あ
き
る
野
市
で

は
公
的
な
場
所
で
の
公
衆
電
話

及
び
特
設
公
衆
電
話
は
何
か
所

設
置
し
て
い
る
か
。

五
日
市
会
館
や
秋
川
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
等
13
か
所
に
公
衆
電

話
を
設
置
、
小
中
学
校
体
育
館

や
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
、
五
日

市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
等
18
か
所

の
避
難
所
に
災
害
時
専
用
の
公

衆
電
話
を
配
備
し
て
い
る
。

９
月
22
日
、
当
市
に
も
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
９
号
の
被
害

及
び
今
後
の
課
題
は
。

菅
生
地
区
に
避
難
勧
告
を
出
し

た
が
、
幸
い
人
的
な
被
害
は
な

か
っ
た
。河
川
の
増
水
時
に
防
災

行
政
無
線
で
迅
速
な
周
知
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
。 細谷　功

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
運
用

開
始
に
つ
い
て

公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
に

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
新
設
さ

れ
た
。
本
市
が
構
築
を
目
指
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

以
下
質
問
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
は
。
ま
た
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
影

響
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
医

療
分
野
に
お
け
る
中
核
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
病
床
数
は

43
床
と
の
こ
と
だ
が
、
秋
川
流

域
の
人
口
を
考
え
た
場
合
、
市

と
し
て
十
分
な
数
と
思
う
か
。

現
状
に
お
い
て
は
適
切
な
病
床

数
と
理
解
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
医

療
分
野
を
担
う
と
期
待
さ
れ
る

が
、
不
安
要
素
は
な
い
の
か
。

現
状
は
急
性
期
患
者
の
継
続
療

養
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、在

宅
や
介
護
施
設
か
ら
の
受
け
入

れ
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る
機

能
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
同
じ
く
、

対
応
で
き
る
薬
局
の
整
備
も
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

今
後
、
全
て
の
薬
局
が
か
か
り

つ
け
薬
局
の
機
能
を
持
つ
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

他
に
農
業
分
野
に
お
け
る
障
が

い
者
就
労
、（株
）セ
ブ
ン
ー
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
包
括
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 栗原　剛

定例会議最終日に、決算特別委員会で審査し
た結果を子籠委員長が報告し、全会派が平成
２７年度一般会計決算の内容について賛成・
反対の討論を行いました。討論の主な内容を
掲載します。

自由民主党
志清会
一般会計の決算規模は前年
度比、歳入で20億8709万
3千円の増、歳出で 19億
7632万4千円の増となった。
歳入歳出いずれも前年度を
大幅に上回っているが、要因
は土地開発公社清算事業や、
学校給食センター用地取得
によるものと理解する。財政指標は改善傾向にあり
評価するが、引き続き行財政改革を推進してほしい。
歳入については、固定資産税、たばこ税等の減収に
より約5200万円の減収となったが、一方で 98. 2％
と高い徴収率を維持しており、職員の努力に敬意を
表す。歳出についても、「子育てひろば」の新設、ハ
ザードマップ全戸配布、観光拠点整備やＰＲ活動等
バランスのとれた財政運営と評価し、賛成する。

明るい未来を
創る会
歳入決算額330億2025万
1863円、歳出決算額321億
5140万9041円と過去５年
間では最高額。要因は市債が
44億2298万1千円で前年
度比、117.1％の増である。
結果 27年度末借入総額は
640億652万円となり、市
民一人当たり 76万 8千円の借金となる。土地開発
公社解散のための土地購入借入額17億9千万円のう
ち、実質土地の価格は約8億4千万円程度しかなく、
9億 5千万円分は権利放棄である。その上区画整理
事業にも多額な借金がかさみ、富士通跡地は何らか
の開発が予想されるなど、状況は変わる。その他さ
まざまな視点から検討し、思量した結果、本決算に
は反対する。

このような理由で一般会計決算の
認定に賛成・反対しました。

栗原議員合川議員

子籠委員長

傷病初期の症状が変化しやすい時期
※急性期

※

政 策

住 宅

賛成反対

反対反対

09 ギカイの時間 ギカイの時間 16

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

昨
年
の
５
月
に「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
全
面
施
行
さ
れ
て
か
ら
１
年

が
経
過
し
た
。
こ
の
度
、
国
土

交
通
省
は
低
所
得
者
の
住
宅
環

境
の
改
善
と
空
き
家
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
各
自
治
体
に

空
き
家
情
報
を
登
録
し
、
入
居

希
望
者
に
仲
介
す
る
仕
組
み
を

創
設
す
る
方
針
を
固
め
、
来
年

度
中
の
実
施
を
目
指
す
こ
と
を

示
し
た
。

現
在
の
空
き
家
の
実
態
は
。

８
月
22
日
現
在
、
５
３
６
軒
の

空
き
家
を
把
握
し
て
お
り
、
空

き
家
発
生
率
は
約
２
％
と
な
っ

て
い
る
。

空
家
等
対
策
計
画
策
定
や
こ
の

度
の
方
針
で
示
さ
れ
た
制
度
運

用
の
基
と
な
る
、
空
き
家
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
状
況
は
。

作
業
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
情

報
を
除
き
、
概
ね
完
了
し
て
い

る
。
現
在
、
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
電
子
情
報
の
取
り
込

み
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
方
針
に
つ
い
て

市
の
見
解
は
。

空
き
家
バ
ン
ク
創
設
に
は
多
く

の
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
関
係
団
体

と
の
情
報
交
換
等
、
制
度
の
把

握
に
努
め
、
活
用
等
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

松原　敏雄

住
宅
改
修
助
成
事
業

に
つ
い
て

市
で
は
、
市
内
居
住
者
が
個
人

住
宅
の
改
修
工
事
等
を
行
っ
た

場
合
の
経
費
の
一
部
を
商
工
会

を
通
じ
て
助
成
し
て
い
る
。
市

内
事
業
者
の
利
用
促
進
と
共
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域

資
産
の
充
実
を
図
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

市
内
居
住
者
の
利
用
状
況
は
。

平
成
26
年
度
は
１
６
９
件
、
27

年
度
は
１
７
６
件
。
今
年
度
は

受
付
開
始
の
６
月
か
ら
８
月
末

ま
で
に
１
３
０
件
の
申
込
み
が

あ
り
、
年
々
増
加
の
傾
向
。

当
事
業
へ
の
補
助
の
実
績
は
。

23
年
度
は
５
０
０
万
円
、
24
年

度
は
７
０
０
万
円
、
25
年
度
以

降
は
８
０
０
万
円
で
あ
る
。

補
助
事
業
に
よ
る
経
済
効
果
は
。

25
年
度
の
施
工
事
業
所
は
50
社
、

工
事
総
額
約
２
億
１
２
０
０
万

円
、
26
年
度
の
施
工
事
業
所
は

38
社
、
工
事
総
額
約
２
億
４
８

０
０
万
円
、
27
年
度
の
施
工
事

業
所
は
38
社
、
工
事
総
額
２
億

１
５
０
０
万
円
と
大
変
大
き
い
。

第
２
次
産
業
の
就
業
者
は
、
過

去
20
数
年
で
半
減
し
て
い
る
。

こ
の
窮
状
を
支
援
す
る
た
め
に

も
予
算
の
増
額
を
求
め
る
が
い

か
が
か
。

非
常
に
人
気
の
あ
る
事
業
。
財

源
の
確
保
も
探
り
な
が
ら
、
商

工
会
や
一
緒
に
支
援
し
て
い
る

檜
原
村
と
協
議
し
た
い
。

市倉　理男

公明党共産党
平成 27年度一般会計決算
の状況は、経常収支比率が
前年度比 2.3 ポイント減少
し、財政調整基金残高も約
16億円を維持し、一定の改
善が見られる。歳入では、市
税徴収率が99.3％と大変高
く、関係職員の徴収努力を
評価する。歳出では、公債費が前年度比10.9％増加し
ており、市債の活用には次世代の負担等を考慮し慎
重な管理をお願いする。主な事業については、「子育
てひろば」がルピア１階に新設されたこと、学校の
非構造部材耐震化工事の実施、東秋留駅南口の自転
車等駐車場整備、そして観光施設「戸倉しろやまテ
ラス」の開設などを高く評価する。今後も、多様な
課題に積極的に取り組まれることを要望し、賛成討
論とする。

あきる野市議会
自民党

300 万円以下の所得別階層
が 81％で、市民の暮らしは
大変。学童クラブ時間延長、
「子育てひろば」設置は評価
する。高齢者の見守り事業、
緊急通報システムの充実、
医療・介護の負担軽減策を。
バス、ワゴン車、電車など
公共交通の充実を急いで。3億 5千万円かけての観
光事業は、費用対効果の検証を。保育園・学童クラ
ブに申込者全員が入れるよう充実を。いきいきセン
ターの温水プールの冬季営業再開を。土地開発公社
解散に伴い 17億 9千万円の借金。返済に市民の税
金を充てることになる。開発の失敗を反省し、現在
進めている引田駅北口区画整理事業は見直すべき。
暮らしが大変なとき、「住民の福祉の増進を図ること」
に最優先に税金を使うべきだった。

松原議員山根議員

くさしぎ
主に以下の4点から反対する。
①土地開発公社の功罪は主
権者である市民が評価すべ
きものだが、公社解散に関
わる情報が市民に十分伝え
られていない。②27年度の公
共工事の落札率は平均90％
で、99％～100％が全体の
16％を占める。市では予定価格を事前公表しているが、
落札率が高くなる場合は事前公表を見直すよう国の
指針が出ている。③学校給食センター用地を引田駅区
画整理事業地内に購入したため、事業が遅れればセ
ンターの開設も遅れてしまう。それは換地交渉を行う
地権者に精神的な負担を与える。④引田駅北口土地区
画整理事業では、反対の地権者は一人という実態と
かけ離れた資料が都に提出されており、疑問を持つ
市民の声が切捨てられている。

昨年 12月、土地開発公社を
解散するために当市が公社
に代わって支払った17億9
千万円のうち地価の下落等
で生じた差額9億5千万円
の求償権を放棄することに
なった。本来なら公社の失
敗は公社自身が責任を取る
べきであるのに、借金を市民に負担させた。国の財
政がますます不透明な時代に、あいまいな臨時財政
対策債に頼るような市政運営は極力避けるべきであ
り、東京都 26市中 26番目の財政力を覚え、東京都
がまだ豊かであるので、総合交付金のさじ加減で何
とかなっている現実を認識するべき。9億 5千万円
の求償権を放棄したにもかかわらず、土地政策を変
えようともせず、同じ轍を踏むことになると考え本
案には反対する。

辻議員奥秋議員
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ま
ち
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て

子
ど
も
が
成
長
す
る
夏
休
み
。

小
学
生
な
ど
を
対
象
に
し
た
仕

事
の
体
験
活
動
が
各
地
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
体
験
活
動
は
、

子
ど
も
の
未
来
の
可
能
性
を
広

げ
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
、「
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
市
に
お
い
て
も
地

元
企
業
の
協
力
で
体
験
活
動
を

開
催
し
て
い
る
が
、
本
格
的
に

あ
き
る
野
商
工
会
な
ど
と
協
力

し
、取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

市
で
は
、
現
在
、
夏
休
み
期
間

に
実
施
す
る
消
費
者
行
政
の
講

座
の
中
で
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
工
場
見
学
と
体
験
学
習
を

実
施
し
て
い
る
。こ
の
事
業
は
、

地
域
の
名
産
品
や
技
術
を
知
る

と
と
も
に
、
地
産
地
消
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
愛
を
育

む
大
変
有
意
義
な
機
会
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
あ
き
る
野
商

工
会
で
は
、
親
子
を
対
象
と
し

た
夏
休
み
工
場
見
学
を
計
画
し

て
お
り
、
市
と
の
連
携
に
よ
る

事
業
実
施
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。
さ
ら
に
充
実
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。 堀江　武史

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

今
般
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
日
本
選

手
が
活
躍
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
や
意
識
が
非

常
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
４

年
後
の
東
京
大
会
を
控
え
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
絶
好

の
機
会
と
考
え
る
。

本
市
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
や

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
す
る
場

合
の
問
題
点
は
。

誘
致
の
際
、競
技
会
場
の
整
備
、

交
通
ア
ク
セ
ス
、
駐
車
場
の
確

保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
も
経
費
の
問
題

等
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
東

京
都
の
関
係
部
局
へ
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
く
。

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
状
況

と
課
題
は
。

秋
川
体
育
館
、
五
日
市
フ
ァ
イ

ン
プ
ラ
ザ
、
市
民
プ
ー
ル
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。
そ

れ
以
外
の
施
設
は
、
市
が
直
接

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
計
画
的
な

環
境
整
備
が
課
題
。

施
設
整
備
を
し
た
こ
と
で
利
用

者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
事
例

は
な
い
か
。
あ
れ
ば
そ
の
施
設

整
備
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

青
梅
市
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
数

が
倍
増
し
た
。
今
後
活
用
で
き

そ
う
な
支
援
策
も
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集

を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
に
本
市
に
お
け
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

天野　正昭

ギカイの時間 10

質
問
議
員     

名   

質
問     

項
目

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
と
は
？　

20

43

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
議
会
」
か
ら

 「
本
会
議
録
画
中
継
」
を
検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
公
開
は
次
の
12
月
定
例
会
議
ま
で
で
す
。

市
の
職
員
は
現
在
約
４
２
０
名

で
、
市
民
へ
の
奉
仕
団
体
で
あ

る
。
働
く
職
員
の
健
康
管
理
は

万
全
か
を
伺
う
。

労
働
安
全
法
に
基
づ
い
て
管
理

が
で
き
て
い
る
か
。

産
業
医
、
関
係
部
長
、
職
員
組

合
推
薦
の
職
員
な
ど
で
構
成
す

る
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
、
職

員
の
健
康
保
持
促
進
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
し
た
上
で
、
定
期

健
康
診
断
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
法

制
化
さ
れ
た
。
市
の
対
応
は
。

衛
生
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

今
年
７
月
に
実
施
要
領
を
策
定

し
、
10
月
の
実
施
に
向
け
て
準

備
中
で
あ
る
。

有
給
休
暇
の
消
化
は
。

過
去
３
年
間
の
実
績
と
し
て
、

年
平
均
10
日
前
後
で
あ
る
。

始
業
前
に
行
っ
て
い
る
ラ
ジ
オ

体
操
を
評
価
す
る
。職
員
が
行
っ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
支
援
は
。

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
支
援
は
職
員

互
助
会
の
福
利
厚
生
事
業
と
し

て
、
活
動
実
績
や
収
支
状
況
に

応
じ
て
活
動
費
を
助
成
し
て
い

る
。

他
に
コ
ン
ビ
二
と
の
連
携
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

戸沢　弘征

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

政 策

子育て

財 政

保 育

11 ギカイの時間 

山
間
部
の
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

市
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
空

き
家
率
が
市
街
地
1.6
％
に
対
し

山
間
部
16
％
と
10
倍
で
あ
り
、

山
間
部
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
、市
長
に
ど

う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
か
が

重
要
に
な
る
が
、見
解
を
伺
う
。

地
域
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
な
ど
、地

域
の
皆
様
と
連
携
し
、
空
き
家

対
応
策
、
観
光
の
行
政
施
策
な

ど
踏
ま
え
つ
つ
、
山
間
部
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
番
先
に
必
要
な
策
は
、「
空
き

家
の
家
主
が
安
心
し
て
提
供
し

て
く
れ
る
仕
組
み
」「
家
主
の
負

担
が
少
な
く
て
提
供
で
き
る
仕

組
み
」づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
・

家
主
・
行
政
・
民
間
業
者
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
取
り
組

み
も
見
え
始
め
て
き
た
。
そ
れ

ら
に
対
し
て
行
政
も
積
極
的
に

支
援
し
て
ほ
し
い
が
、
考
え
を

伺
う
。

空
き
家
の
活
用
等
に
よ
る
地
域

活
性
化
策
と
い
っ
た
、
地
域
づ

く
り
の
将
来
展
望
が
示
さ
れ
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら

具
体
的
な
提
案
を
い
た
だ
い
た

場
合
に
は
、
国
の
補
助
金
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

中嶋　博幸

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
を

期
待
し
、
以
下
伺
う
。

産
後
ケ
ア
に
対
す
る
検
討
の
進

捗
は
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
な
ど
の
先
進
事

例
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
新

生
児
訪
問
等
で
で
き
る
産
後
ケ

ア
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

子
育
て
パ
パ
支
援
の
今
後
は
。

今
年
初
め
て
父
親
の
交
流
事
業

を
開
催
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
父
親
の
育
児
参
加
の
推

進
に
取
り
組
む
。

イ
ク
ジ
イ
、
イ
ク
バ
ア
支
援
の

研
究
・
検
討
は
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
さ
い
た
ま
市
が
発
行
し

た
「
祖
父
母
手
帳
」
や
、
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
「
電
子
母
子

手
帳
」
に
つ
い
て
、
情
報
を
得

て
研
究
等
し
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
に
積
極
的
な
祖
父

母
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
祖

父
母
手
帳
も
併
せ
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。電
子
母
子
手
帳
は
、

予
防
接
種
の
記
録
な
ど
が
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
家
族
が
情
報

共
有
で
き
る
ほ
か
、
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
特
徴
。
今
後

も
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
等
を
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
を
よ
り
安
定
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
基
金
の

創
設
は
検
討
で
き
な
い
か
。

基
金
の
あ
り
方
検
討
会
議
を
設

置
し
、
そ
の
中
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

他
に
市
民
協
働
の
推
進
、
都
市

宣
言
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子籠　敏人

ギカイの時間 14

財
政
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
の
将
来
負
担
比

率
は
、
一
部
事
務
組
合
の
負
担

が
多
い
こ
と
の
影
響
も
受
け
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
阿
伎
留

病
院
企
業
団
で
今
後
大
き
な
負

担
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う

に
経
営
改
善
を
進
め
て
い
く
の

か
。
本
市
は
そ
れ
を
い
か
に
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
か
。

こ
こ
５
年
間
で
は
年
７
億
円
前

半
か
ら
９
億
円
前
半
の
負
担
金

で
推
移
し
て
お
り
、
本
市
の
将

来
負
担
比
率
へ
の
影
響
は
大
き

い
が
、
今
後
は
大
規
模
な
増
改

築
等
は
予
定
し
て
い
な
い
の
で

大
き
な
負
担
増
は
見
込
ん
で
い

な
い
。経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
開
設
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
の
充
実
、
診
療
体
制
の

充
実
、
費
用
の
抑
制
な
ど
を
敏

速
に
行
い
企
業
的
な
経
営
手
法

を
取
り
入
れ
て
い
く
。

市
民
に
と
っ
て
住
み
続
け
た
い

ま
ち
で
あ
る
と
共
に
、
転
入
者

に
も
定
住
の
地
に
選
ば
れ
る
必

要
が
あ
る
。
創
生
総
合
戦
略
の

基
本
目
標
３
「
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
」
の
、
具
体
的
な
施
策

中
の
「
子
ど
も
の
放
課
後
対
策

の
推
進
」
や
「
学
力
向
上
の
対

策
の
推
進
」
は
い
か
が
か
。

庁
内
５
つ
の
部
に
よ
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
進

め
て
い
る
。
今
年
度
は
学
習
支

援
事
業
を
行
い
、
今
後
は
学
力

向
上
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
、
生
き
る
力
の
創
造
な
ど
、

多
角
的
に
支
援
の
内
容
を
研
究

し
進
め
て
い
く
。

村野　栄一

保
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

若
者
の
定
住
促
進
、
少
子
高
齢

化
の
克
服
と
い
う
重
要
な
課
題

に
対
し
、
将
来
に
投
資
す
る
観

点
で
、
保
育
園
を
新
設
す
る
こ

と
を
考
え
て
は
。

待
機
児
の
人
数
で
言
え
ば
、
あ

る
程
度
充
実
し
て
い
る
と
思
う
。

小
規
模
保
育
を
４
施
設
新
設
し
、

既
存
の
保
育
所
の
一
部
建
て
替

え
に
よ
り
定
員
増
も
進
め
て
い

る
。
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
実

施
な
ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
・
東

京
都
の
動
向
を
見
極
め
、
適
切

な
対
応
に
努
め
た
い
。

公
立
保
育
園
の
保
育
士
は
公
務

員
と
し
て
給
料
を
保
証
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
民
間
保
育
園
の

保
育
士
は
、30
代
・
40
代
に
な
っ

て
も
残
業
代
込
み
で
手
取
り
20

万
円
に
も
届
か
ず
、
５
万
〜
10

万
円
の
差
が
あ
る
。
国
や
東
京

都
か
ら
、
こ
の
格
差
を
埋
め
る

補
助
金
な
ど
は
出
て
い
る
の
か
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
な
ど
の
補
助
金
が
、
改
善

の
た
め
に
入
っ
て
い
る
。

市
独
自
に
民
間
保
育
士
の
給
与

に
上
乗
せ
す
る
支
援
が
で
き
な

い
か
。

国
・
東
京
都
の
動
向
に
準
じ
て

対
応
す
る
。
保
育
士
と
討
論
で

き
る
形
で
声
を
聞
き
た
い
。

他
に
五
日
市
憲
法
草
案
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

たばたあずみ

産後間もない母親に寄り添い、子育てが軌道に乗るまでの期間日常生活のサポートを
する産前産後ケアの専門家

※産後ドゥーラ

※



選 挙

教 育 教 育

保 険

13 ギカイの時間 

文
化
祭
に
お
け
る
展
示
・

催
し
物
の
制
限
に
つ
い
て

今
年
の
市
民
文
化
祭
で
は
、
政

治
的
な
主
義
・
主
張
を
含
む
展

示
や
催
し
物
は
認
め
な
い
と
い

う
新
し
い
要
綱
が
作
ら
れ
た
。

公
的
な
行
事
で
こ
の
よ
う
な
制

限
を
設
け
る
こ
と
は
、
表
現
の

自
由
を
保
障
し
た
憲
法
21
条
に

違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

要
綱
案
は
、
あ
き
る
野
市
文
化

団
体
連
盟
と
市
が
、
文
化
祭
参

加
希
望
団
体
の
代
表
者
に
よ
る

準
備
会
議
に
提
案
し
た
。
文
化

祭
の
目
的
等
に
つ
い
て
共
通
理

解
を
図
っ
た
上
で
議
論
を
し
、

多
数
決
で
定
め
た
要
綱
で
あ
り
、

表
現
の
自
由
を
侵
す
も
の
と
は

考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
公
民
館
の
利
用
案
内

に
は
、「
政
治
・
宗
教
・
営
利
活

動
に
は
利
用
で
き
な
い
」
と
記

さ
れ
て
い
た
が
、
今
春
、
社
会

教
育
法
の
正
し
い
解
釈
に
基
づ

い
て
改
め
ら
れ
、
公
民
館
で
政

治
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
「
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
等
の
取
扱
基
準
」
は
８
月
に

廃
止
さ
れ
、
政
治
活
動
の
チ
ラ

シ
も
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
化
祭
で
政
治
的
な
展
示
を
認

め
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
流

れ
と
矛
盾
し
な
い
か
。

社
会
教
育
活
動
に
政
治
活
動
は

当
然
含
ま
れ
る
の
で
、
文
化
祭

で
政
治
的
な
こ
と
は
発
表
で
き

る
。
た
だ
、
要
綱
で
定
め
た
文

言
が
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
の
も
の

か
は
、
文
化
祭
実
行
委
員
会
で

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

辻　よし子

投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
が
昨
年
６
月
に
改

正
さ
れ
、
18
歳
か
ら
の
投
票
が

可
能
と
な
り
、
本
年
２
つ
の
選

挙
が
実
施
さ
れ
た
。
今
後
も
、

検
証
し
つ
つ
啓
発
活
動
に
努
め

る
と
と
も
に
、
高
齢
化
へ
の
配

慮
も
大
切
な
取
り
組
み
と
考
え
、

以
下
伺
う
。

参
議
院
選
挙
で
の
新
有
権
者
の

投
票
率
は
。

18
歳
新
有
権
者
の
投
票
率
は
、

　 ・  　 

％
で
全
体
投
票
率   

・　

％
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
19
歳
投

票
率
は
、
46
・
27
％
で
９
・
05

ポ
イ
ン
ト
低
い
。

投
票
所
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の

配
慮
は
。

今
年
度
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た

虫
眼
鏡
や
ル
ー
ペ
、
筆
圧
の
弱

い
方
向
け
に
、
芯
が
柔
ら
か
い

鉛
筆
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
代

理
筆
記
載
や
介
助
を
必
要
と
す

る
有
権
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
従
事
者
等
に
は

接
遇
の
大
切
さ
を
説
明
し
た
。

五
日
市
出
張
所
で
の
期
日
前
投

票
の
期
間
延
長
は
。

国
・
都
の
選
挙
は
、
五
日
市
出

張
所
で
の
期
日
前
投
票
期
間
を

３
日
間
と
し
て
い
る
。
都
・
市

の
同
時
選
挙
で
は
、
６
日
間
実

施
し
た
実
績
も
あ
り
、
あ
き
る

野
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
に
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

田中 千代子

ギカイの時間 12

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

平
成
26
年
４
月
か
ら
市
内
の
全

校
に
お
い
て
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
し
て
３
年
目
に
入
っ
た
。

あ
き
る
野
市
小
中
一
貫
教
育
推

進
基
本
計
画
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
期
待
で
き
る
効
果
と
し
て
、

心
理
的
負
担
軽
減
や
学
力
向
上

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し
て
き

た
こ
と
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
か
。

教
員
同
士
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
生
か
し
た
授
業
・

指
導
案
づ
く
り
に
小
中
共
通
で

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
交
流

で
は
、
合
同
挨
拶
運
動
や
小
学

生
が
中
学
校
で
行
う
部
活
動
体

験
、
授
業
体
験
と
い
っ
た
活
動

が
充
実
し
て
き
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
中
学
１
年
で
の
不
登
校

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
学
力

面
で
は
中
学
で
の
学
習
成
果
が

一
層
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
の
成
果
を
示
す

指
標
と
し
て
、
あ
き
る
野
市
が

目
指
す
子
ど
も
像
に
ど
れ
だ
け

近
づ
け
ら
れ
た
か
を
表
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
毎
年
、

点
検
評
価
を
行
い
、
説
明
を
し

て
い
る
。
今
後
は
学
力
向
上
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
項

目
立
て
も
し
な
が
ら
、
市
民
に

分
か
り
や
す
い
形
で
の
広
報
を

考
え
て
い
く
。

他
に
学
校
と
地
域
と
の
連
携
、

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

増﨑　俊宏

教員による一方向的な講義形式の教育ではなく、グループ・
ディスカッション、ディベート、グループ・ワークなどの方
法を用いて、児童生徒の能動的な学習を促す教育。

※アクティブ・ラーニング

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

保
険
税
の
算
定
は
、
現
在
は
４

方
式
だ
が
、
今
後
広
域
化
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

い
ず
れ
、
所
得
割
・
均
等
割
の

２
方
式
に
移
行
。
平
成
30
年
度

に
予
定
し
て
い
る
税
率
改
正
で
、

資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
を

基
本
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
意
見
を
伺
う
こ
と
に
な

る
。

資
産
割
を
な
く
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か
。

財
源
確
保
の
た
め
、
３
方
式
、

い
ず
れ
は
２
方
式
に
な
っ
た
場

合
は
均
等
割
、
所
得
割
で
引
き

上
げ
が
必
要
に
な
る
。

一
人
当
た
り
に
課
せ
ら
れ
る
均

等
割
の
部
分
は
、
子
育
て
世
代

に
は
負
担
が
大
き
い
。
子
ど
も

に
は
一
律
に
税
を
か
け
な
い
よ

う
な
軽
減
策
を
取
れ
な
い
か
。

東
京
都
市
長
会
、
全
国
市
長
会

か
ら
国
に
対
し
、
子
ど
も
に
か

か
る
均
等
割
を
軽
減
す
る
支
援

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
要
望
・

提
言
を
行
っ
て
お
り
、
動
向
を

注
視
す
る
。

国
税
法
で
は
、
給
料
や
年
金
な

ど
、
最
低
生
活
費
な
ど
は
差
し

押
さ
え
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
法
に
の
っ
と
っ
た
対
応

を
と
っ
て
い
る
か
。

法
令
を
遵
守
し
て
い
る
。

他
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山根 トミ江

※
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市内中学生の受賞作品

選 挙

教 育 教 育

保 険

13 ギカイの時間 

文
化
祭
に
お
け
る
展
示
・

催
し
物
の
制
限
に
つ
い
て

今
年
の
市
民
文
化
祭
で
は
、
政

治
的
な
主
義
・
主
張
を
含
む
展

示
や
催
し
物
は
認
め
な
い
と
い

う
新
し
い
要
綱
が
作
ら
れ
た
。

公
的
な
行
事
で
こ
の
よ
う
な
制

限
を
設
け
る
こ
と
は
、
表
現
の

自
由
を
保
障
し
た
憲
法
21
条
に

違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

要
綱
案
は
、
あ
き
る
野
市
文
化

団
体
連
盟
と
市
が
、
文
化
祭
参

加
希
望
団
体
の
代
表
者
に
よ
る

準
備
会
議
に
提
案
し
た
。
文
化

祭
の
目
的
等
に
つ
い
て
共
通
理

解
を
図
っ
た
上
で
議
論
を
し
、

多
数
決
で
定
め
た
要
綱
で
あ
り
、

表
現
の
自
由
を
侵
す
も
の
と
は

考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
公
民
館
の
利
用
案
内

に
は
、「
政
治
・
宗
教
・
営
利
活

動
に
は
利
用
で
き
な
い
」
と
記

さ
れ
て
い
た
が
、
今
春
、
社
会

教
育
法
の
正
し
い
解
釈
に
基
づ

い
て
改
め
ら
れ
、
公
民
館
で
政

治
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
「
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
等
の
取
扱
基
準
」
は
８
月
に

廃
止
さ
れ
、
政
治
活
動
の
チ
ラ

シ
も
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
化
祭
で
政
治
的
な
展
示
を
認

め
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
流

れ
と
矛
盾
し
な
い
か
。

社
会
教
育
活
動
に
政
治
活
動
は

当
然
含
ま
れ
る
の
で
、
文
化
祭

で
政
治
的
な
こ
と
は
発
表
で
き

る
。
た
だ
、
要
綱
で
定
め
た
文

言
が
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
の
も
の

か
は
、
文
化
祭
実
行
委
員
会
で

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

辻　よし子

投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
が
昨
年
６
月
に
改

正
さ
れ
、
18
歳
か
ら
の
投
票
が

可
能
と
な
り
、
本
年
２
つ
の
選

挙
が
実
施
さ
れ
た
。
今
後
も
、

検
証
し
つ
つ
啓
発
活
動
に
努
め

る
と
と
も
に
、
高
齢
化
へ
の
配

慮
も
大
切
な
取
り
組
み
と
考
え
、

以
下
伺
う
。

参
議
院
選
挙
で
の
新
有
権
者
の

投
票
率
は
。

18
歳
新
有
権
者
の
投
票
率
は
、

　 ・  　 

％
で
全
体
投
票
率   

・　

％
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
19
歳
投

票
率
は
、
46
・
27
％
で
９
・
05

ポ
イ
ン
ト
低
い
。

投
票
所
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の

配
慮
は
。

今
年
度
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た

虫
眼
鏡
や
ル
ー
ペ
、
筆
圧
の
弱

い
方
向
け
に
、
芯
が
柔
ら
か
い

鉛
筆
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
代

理
筆
記
載
や
介
助
を
必
要
と
す

る
有
権
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
従
事
者
等
に
は

接
遇
の
大
切
さ
を
説
明
し
た
。

五
日
市
出
張
所
で
の
期
日
前
投

票
の
期
間
延
長
は
。

国
・
都
の
選
挙
は
、
五
日
市
出

張
所
で
の
期
日
前
投
票
期
間
を

３
日
間
と
し
て
い
る
。
都
・
市

の
同
時
選
挙
で
は
、
６
日
間
実

施
し
た
実
績
も
あ
り
、
あ
き
る

野
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
に
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

田中 千代子

ギカイの時間 12

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

平
成
26
年
４
月
か
ら
市
内
の
全

校
に
お
い
て
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
し
て
３
年
目
に
入
っ
た
。

あ
き
る
野
市
小
中
一
貫
教
育
推

進
基
本
計
画
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
期
待
で
き
る
効
果
と
し
て
、

心
理
的
負
担
軽
減
や
学
力
向
上

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し
て
き

た
こ
と
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
か
。

教
員
同
士
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
生
か
し
た
授
業
・

指
導
案
づ
く
り
に
小
中
共
通
で

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
交
流

で
は
、
合
同
挨
拶
運
動
や
小
学

生
が
中
学
校
で
行
う
部
活
動
体

験
、
授
業
体
験
と
い
っ
た
活
動

が
充
実
し
て
き
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
中
学
１
年
で
の
不
登
校

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
学
力

面
で
は
中
学
で
の
学
習
成
果
が

一
層
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
の
成
果
を
示
す

指
標
と
し
て
、
あ
き
る
野
市
が

目
指
す
子
ど
も
像
に
ど
れ
だ
け

近
づ
け
ら
れ
た
か
を
表
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
毎
年
、

点
検
評
価
を
行
い
、
説
明
を
し

て
い
る
。
今
後
は
学
力
向
上
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
項

目
立
て
も
し
な
が
ら
、
市
民
に

分
か
り
や
す
い
形
で
の
広
報
を

考
え
て
い
く
。

他
に
学
校
と
地
域
と
の
連
携
、

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

増﨑　俊宏

教員による一方向的な講義形式の教育ではなく、グループ・
ディスカッション、ディベート、グループ・ワークなどの方
法を用いて、児童生徒の能動的な学習を促す教育。

※アクティブ・ラーニング

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

保
険
税
の
算
定
は
、
現
在
は
４

方
式
だ
が
、
今
後
広
域
化
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

い
ず
れ
、
所
得
割
・
均
等
割
の

２
方
式
に
移
行
。
平
成
30
年
度

に
予
定
し
て
い
る
税
率
改
正
で
、

資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
を

基
本
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
意
見
を
伺
う
こ
と
に
な

る
。

資
産
割
を
な
く
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か
。

財
源
確
保
の
た
め
、
３
方
式
、

い
ず
れ
は
２
方
式
に
な
っ
た
場

合
は
均
等
割
、
所
得
割
で
引
き

上
げ
が
必
要
に
な
る
。

一
人
当
た
り
に
課
せ
ら
れ
る
均

等
割
の
部
分
は
、
子
育
て
世
代

に
は
負
担
が
大
き
い
。
子
ど
も

に
は
一
律
に
税
を
か
け
な
い
よ

う
な
軽
減
策
を
取
れ
な
い
か
。

東
京
都
市
長
会
、
全
国
市
長
会

か
ら
国
に
対
し
、
子
ど
も
に
か

か
る
均
等
割
を
軽
減
す
る
支
援

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
要
望
・

提
言
を
行
っ
て
お
り
、
動
向
を

注
視
す
る
。

国
税
法
で
は
、
給
料
や
年
金
な

ど
、
最
低
生
活
費
な
ど
は
差
し

押
さ
え
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
法
に
の
っ
と
っ
た
対
応

を
と
っ
て
い
る
か
。

法
令
を
遵
守
し
て
い
る
。

他
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山根 トミ江
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市内中学生の受賞作品



政 策

子育て

財 政

保 育

11 ギカイの時間 

山
間
部
の
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

市
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
空

き
家
率
が
市
街
地
1.6
％
に
対
し

山
間
部
16
％
と
10
倍
で
あ
り
、

山
間
部
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
、市
長
に
ど

う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
か
が

重
要
に
な
る
が
、見
解
を
伺
う
。

地
域
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
な
ど
、地

域
の
皆
様
と
連
携
し
、
空
き
家

対
応
策
、
観
光
の
行
政
施
策
な

ど
踏
ま
え
つ
つ
、
山
間
部
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
番
先
に
必
要
な
策
は
、「
空
き

家
の
家
主
が
安
心
し
て
提
供
し

て
く
れ
る
仕
組
み
」「
家
主
の
負

担
が
少
な
く
て
提
供
で
き
る
仕

組
み
」づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
・

家
主
・
行
政
・
民
間
業
者
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
取
り
組

み
も
見
え
始
め
て
き
た
。
そ
れ

ら
に
対
し
て
行
政
も
積
極
的
に

支
援
し
て
ほ
し
い
が
、
考
え
を

伺
う
。

空
き
家
の
活
用
等
に
よ
る
地
域

活
性
化
策
と
い
っ
た
、
地
域
づ

く
り
の
将
来
展
望
が
示
さ
れ
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら

具
体
的
な
提
案
を
い
た
だ
い
た

場
合
に
は
、
国
の
補
助
金
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

中嶋　博幸

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
を

期
待
し
、
以
下
伺
う
。

産
後
ケ
ア
に
対
す
る
検
討
の
進

捗
は
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
な
ど
の
先
進
事

例
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
新

生
児
訪
問
等
で
で
き
る
産
後
ケ

ア
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

子
育
て
パ
パ
支
援
の
今
後
は
。

今
年
初
め
て
父
親
の
交
流
事
業

を
開
催
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
父
親
の
育
児
参
加
の
推

進
に
取
り
組
む
。

イ
ク
ジ
イ
、
イ
ク
バ
ア
支
援
の

研
究
・
検
討
は
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
さ
い
た
ま
市
が
発
行
し

た
「
祖
父
母
手
帳
」
や
、
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
「
電
子
母
子

手
帳
」
に
つ
い
て
、
情
報
を
得

て
研
究
等
し
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
に
積
極
的
な
祖
父

母
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
祖

父
母
手
帳
も
併
せ
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。電
子
母
子
手
帳
は
、

予
防
接
種
の
記
録
な
ど
が
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
家
族
が
情
報

共
有
で
き
る
ほ
か
、
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
特
徴
。
今
後

も
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
等
を
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
を
よ
り
安
定
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
基
金
の

創
設
は
検
討
で
き
な
い
か
。

基
金
の
あ
り
方
検
討
会
議
を
設

置
し
、
そ
の
中
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

他
に
市
民
協
働
の
推
進
、
都
市

宣
言
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子籠　敏人
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財
政
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
の
将
来
負
担
比

率
は
、
一
部
事
務
組
合
の
負
担

が
多
い
こ
と
の
影
響
も
受
け
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
阿
伎
留

病
院
企
業
団
で
今
後
大
き
な
負

担
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う

に
経
営
改
善
を
進
め
て
い
く
の

か
。
本
市
は
そ
れ
を
い
か
に
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
か
。

こ
こ
５
年
間
で
は
年
７
億
円
前

半
か
ら
９
億
円
前
半
の
負
担
金

で
推
移
し
て
お
り
、
本
市
の
将

来
負
担
比
率
へ
の
影
響
は
大
き

い
が
、
今
後
は
大
規
模
な
増
改

築
等
は
予
定
し
て
い
な
い
の
で

大
き
な
負
担
増
は
見
込
ん
で
い

な
い
。経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
開
設
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
の
充
実
、
診
療
体
制
の

充
実
、
費
用
の
抑
制
な
ど
を
敏

速
に
行
い
企
業
的
な
経
営
手
法

を
取
り
入
れ
て
い
く
。

市
民
に
と
っ
て
住
み
続
け
た
い

ま
ち
で
あ
る
と
共
に
、
転
入
者

に
も
定
住
の
地
に
選
ば
れ
る
必

要
が
あ
る
。
創
生
総
合
戦
略
の

基
本
目
標
３
「
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
」
の
、
具
体
的
な
施
策

中
の
「
子
ど
も
の
放
課
後
対
策

の
推
進
」
や
「
学
力
向
上
の
対

策
の
推
進
」
は
い
か
が
か
。

庁
内
５
つ
の
部
に
よ
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
進

め
て
い
る
。
今
年
度
は
学
習
支

援
事
業
を
行
い
、
今
後
は
学
力

向
上
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
、
生
き
る
力
の
創
造
な
ど
、

多
角
的
に
支
援
の
内
容
を
研
究

し
進
め
て
い
く
。

村野　栄一

保
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

若
者
の
定
住
促
進
、
少
子
高
齢

化
の
克
服
と
い
う
重
要
な
課
題

に
対
し
、
将
来
に
投
資
す
る
観

点
で
、
保
育
園
を
新
設
す
る
こ

と
を
考
え
て
は
。

待
機
児
の
人
数
で
言
え
ば
、
あ

る
程
度
充
実
し
て
い
る
と
思
う
。

小
規
模
保
育
を
４
施
設
新
設
し
、

既
存
の
保
育
所
の
一
部
建
て
替

え
に
よ
り
定
員
増
も
進
め
て
い

る
。
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
実

施
な
ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
・
東

京
都
の
動
向
を
見
極
め
、
適
切

な
対
応
に
努
め
た
い
。

公
立
保
育
園
の
保
育
士
は
公
務

員
と
し
て
給
料
を
保
証
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
民
間
保
育
園
の

保
育
士
は
、30
代
・
40
代
に
な
っ

て
も
残
業
代
込
み
で
手
取
り
20

万
円
に
も
届
か
ず
、
５
万
〜
10

万
円
の
差
が
あ
る
。
国
や
東
京

都
か
ら
、
こ
の
格
差
を
埋
め
る

補
助
金
な
ど
は
出
て
い
る
の
か
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
な
ど
の
補
助
金
が
、
改
善

の
た
め
に
入
っ
て
い
る
。

市
独
自
に
民
間
保
育
士
の
給
与

に
上
乗
せ
す
る
支
援
が
で
き
な

い
か
。

国
・
東
京
都
の
動
向
に
準
じ
て

対
応
す
る
。
保
育
士
と
討
論
で

き
る
形
で
声
を
聞
き
た
い
。

他
に
五
日
市
憲
法
草
案
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

たばたあずみ

産後間もない母親に寄り添い、子育てが軌道に乗るまでの期間日常生活のサポートを
する産前産後ケアの専門家

※産後ドゥーラ
※

教　育

スポーツ 雇 用
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ま
ち
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て

子
ど
も
が
成
長
す
る
夏
休
み
。

小
学
生
な
ど
を
対
象
に
し
た
仕

事
の
体
験
活
動
が
各
地
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
体
験
活
動
は
、

子
ど
も
の
未
来
の
可
能
性
を
広

げ
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
、「
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
市
に
お
い
て
も
地

元
企
業
の
協
力
で
体
験
活
動
を

開
催
し
て
い
る
が
、
本
格
的
に

あ
き
る
野
商
工
会
な
ど
と
協
力

し
、取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

市
で
は
、
現
在
、
夏
休
み
期
間

に
実
施
す
る
消
費
者
行
政
の
講

座
の
中
で
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
工
場
見
学
と
体
験
学
習
を

実
施
し
て
い
る
。こ
の
事
業
は
、

地
域
の
名
産
品
や
技
術
を
知
る

と
と
も
に
、
地
産
地
消
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
愛
を
育

む
大
変
有
意
義
な
機
会
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
あ
き
る
野
商

工
会
で
は
、
親
子
を
対
象
と
し

た
夏
休
み
工
場
見
学
を
計
画
し

て
お
り
、
市
と
の
連
携
に
よ
る

事
業
実
施
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。
さ
ら
に
充
実
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。 堀江　武史

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

今
般
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
日
本
選

手
が
活
躍
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
や
意
識
が
非

常
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
４

年
後
の
東
京
大
会
を
控
え
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
絶
好

の
機
会
と
考
え
る
。

本
市
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
や

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
す
る
場

合
の
問
題
点
は
。

誘
致
の
際
、競
技
会
場
の
整
備
、

交
通
ア
ク
セ
ス
、
駐
車
場
の
確

保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
も
経
費
の
問
題

等
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
東

京
都
の
関
係
部
局
へ
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
く
。

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
状
況

と
課
題
は
。

秋
川
体
育
館
、
五
日
市
フ
ァ
イ

ン
プ
ラ
ザ
、
市
民
プ
ー
ル
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。
そ

れ
以
外
の
施
設
は
、
市
が
直
接

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
計
画
的
な

環
境
整
備
が
課
題
。

施
設
整
備
を
し
た
こ
と
で
利
用

者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
事
例

は
な
い
か
。
あ
れ
ば
そ
の
施
設

整
備
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

青
梅
市
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
数

が
倍
増
し
た
。
今
後
活
用
で
き

そ
う
な
支
援
策
も
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集

を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
に
本
市
に
お
け
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

天野　正昭

ギカイの時間 10

質
問
議
員     

名   

質
問     

項
目

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
と
は
？　

20

43

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
議
会
」
か
ら

 「
本
会
議
録
画
中
継
」
を
検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
公
開
は
次
の
12
月
定
例
会
議
ま
で
で
す
。

市
の
職
員
は
現
在
約
４
２
０
名

で
、
市
民
へ
の
奉
仕
団
体
で
あ

る
。
働
く
職
員
の
健
康
管
理
は

万
全
か
を
伺
う
。

労
働
安
全
法
に
基
づ
い
て
管
理

が
で
き
て
い
る
か
。

産
業
医
、
関
係
部
長
、
職
員
組

合
推
薦
の
職
員
な
ど
で
構
成
す

る
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
、
職

員
の
健
康
保
持
促
進
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
し
た
上
で
、
定
期

健
康
診
断
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
法

制
化
さ
れ
た
。
市
の
対
応
は
。

衛
生
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

今
年
７
月
に
実
施
要
領
を
策
定

し
、
10
月
の
実
施
に
向
け
て
準

備
中
で
あ
る
。

有
給
休
暇
の
消
化
は
。

過
去
３
年
間
の
実
績
と
し
て
、

年
平
均
10
日
前
後
で
あ
る
。

始
業
前
に
行
っ
て
い
る
ラ
ジ
オ

体
操
を
評
価
す
る
。職
員
が
行
っ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
支
援
は
。

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
支
援
は
職
員

互
助
会
の
福
利
厚
生
事
業
と
し

て
、
活
動
実
績
や
収
支
状
況
に

応
じ
て
活
動
費
を
助
成
し
て
い

る
。

他
に
コ
ン
ビ
二
と
の
連
携
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

戸沢　弘征

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
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空
き
家
対
策
に
つ
い
て

昨
年
の
５
月
に「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
全
面
施
行
さ
れ
て
か
ら
１
年

が
経
過
し
た
。
こ
の
度
、
国
土

交
通
省
は
低
所
得
者
の
住
宅
環

境
の
改
善
と
空
き
家
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
各
自
治
体
に

空
き
家
情
報
を
登
録
し
、
入
居

希
望
者
に
仲
介
す
る
仕
組
み
を

創
設
す
る
方
針
を
固
め
、
来
年

度
中
の
実
施
を
目
指
す
こ
と
を

示
し
た
。

現
在
の
空
き
家
の
実
態
は
。

８
月
22
日
現
在
、
５
３
６
軒
の

空
き
家
を
把
握
し
て
お
り
、
空

き
家
発
生
率
は
約
２
％
と
な
っ

て
い
る
。

空
家
等
対
策
計
画
策
定
や
こ
の

度
の
方
針
で
示
さ
れ
た
制
度
運

用
の
基
と
な
る
、
空
き
家
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
状
況
は
。

作
業
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
情

報
を
除
き
、
概
ね
完
了
し
て
い

る
。
現
在
、
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
電
子
情
報
の
取
り
込

み
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
方
針
に
つ
い
て

市
の
見
解
は
。

空
き
家
バ
ン
ク
創
設
に
は
多
く

の
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
関
係
団
体

と
の
情
報
交
換
等
、
制
度
の
把

握
に
努
め
、
活
用
等
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

松原　敏雄

住
宅
改
修
助
成
事
業

に
つ
い
て

市
で
は
、
市
内
居
住
者
が
個
人

住
宅
の
改
修
工
事
等
を
行
っ
た

場
合
の
経
費
の
一
部
を
商
工
会

を
通
じ
て
助
成
し
て
い
る
。
市

内
事
業
者
の
利
用
促
進
と
共
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域

資
産
の
充
実
を
図
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

市
内
居
住
者
の
利
用
状
況
は
。

平
成
26
年
度
は
１
６
９
件
、
27

年
度
は
１
７
６
件
。
今
年
度
は

受
付
開
始
の
６
月
か
ら
８
月
末

ま
で
に
１
３
０
件
の
申
込
み
が

あ
り
、
年
々
増
加
の
傾
向
。

当
事
業
へ
の
補
助
の
実
績
は
。

23
年
度
は
５
０
０
万
円
、
24
年

度
は
７
０
０
万
円
、
25
年
度
以

降
は
８
０
０
万
円
で
あ
る
。

補
助
事
業
に
よ
る
経
済
効
果
は
。

25
年
度
の
施
工
事
業
所
は
50
社
、

工
事
総
額
約
２
億
１
２
０
０
万

円
、
26
年
度
の
施
工
事
業
所
は

38
社
、
工
事
総
額
約
２
億
４
８

０
０
万
円
、
27
年
度
の
施
工
事

業
所
は
38
社
、
工
事
総
額
２
億

１
５
０
０
万
円
と
大
変
大
き
い
。

第
２
次
産
業
の
就
業
者
は
、
過

去
20
数
年
で
半
減
し
て
い
る
。

こ
の
窮
状
を
支
援
す
る
た
め
に

も
予
算
の
増
額
を
求
め
る
が
い

か
が
か
。

非
常
に
人
気
の
あ
る
事
業
。
財

源
の
確
保
も
探
り
な
が
ら
、
商

工
会
や
一
緒
に
支
援
し
て
い
る

檜
原
村
と
協
議
し
た
い
。

市倉　理男

公明党共産党
平成 27年度一般会計決算
の状況は、経常収支比率が
前年度比 2.3 ポイント減少
し、財政調整基金残高も約
16億円を維持し、一定の改
善が見られる。歳入では、市
税徴収率が99.3％と大変高
く、関係職員の徴収努力を
評価する。歳出では、公債費が前年度比10.9％増加し
ており、市債の活用には次世代の負担等を考慮し慎
重な管理をお願いする。主な事業については、「子育
てひろば」がルピア１階に新設されたこと、学校の
非構造部材耐震化工事の実施、東秋留駅南口の自転
車等駐車場整備、そして観光施設「戸倉しろやまテ
ラス」の開設などを高く評価する。今後も、多様な
課題に積極的に取り組まれることを要望し、賛成討
論とする。

あきる野市議会
自民党

300 万円以下の所得別階層
が 81％で、市民の暮らしは
大変。学童クラブ時間延長、
「子育てひろば」設置は評価
する。高齢者の見守り事業、
緊急通報システムの充実、
医療・介護の負担軽減策を。
バス、ワゴン車、電車など
公共交通の充実を急いで。3億 5千万円かけての観
光事業は、費用対効果の検証を。保育園・学童クラ
ブに申込者全員が入れるよう充実を。いきいきセン
ターの温水プールの冬季営業再開を。土地開発公社
解散に伴い 17億 9千万円の借金。返済に市民の税
金を充てることになる。開発の失敗を反省し、現在
進めている引田駅北口区画整理事業は見直すべき。
暮らしが大変なとき、「住民の福祉の増進を図ること」
に最優先に税金を使うべきだった。

松原議員山根議員

くさしぎ
主に以下の4点から反対する。
①土地開発公社の功罪は主
権者である市民が評価すべ
きものだが、公社解散に関
わる情報が市民に十分伝え
られていない。②27年度の公
共工事の落札率は平均90％
で、99％～100％が全体の
16％を占める。市では予定価格を事前公表しているが、
落札率が高くなる場合は事前公表を見直すよう国の
指針が出ている。③学校給食センター用地を引田駅区
画整理事業地内に購入したため、事業が遅れればセ
ンターの開設も遅れてしまう。それは換地交渉を行う
地権者に精神的な負担を与える。④引田駅北口土地区
画整理事業では、反対の地権者は一人という実態と
かけ離れた資料が都に提出されており、疑問を持つ
市民の声が切捨てられている。

昨年 12月、土地開発公社を
解散するために当市が公社
に代わって支払った17億9
千万円のうち地価の下落等
で生じた差額9億5千万円
の求償権を放棄することに
なった。本来なら公社の失
敗は公社自身が責任を取る
べきであるのに、借金を市民に負担させた。国の財
政がますます不透明な時代に、あいまいな臨時財政
対策債に頼るような市政運営は極力避けるべきであ
り、東京都 26市中 26番目の財政力を覚え、東京都
がまだ豊かであるので、総合交付金のさじ加減で何
とかなっている現実を認識するべき。9億 5千万円
の求償権を放棄したにもかかわらず、土地政策を変
えようともせず、同じ轍を踏むことになると考え本
案には反対する。

辻議員奥秋議員

防 災

福 祉

賛成反対

平成27年度決算をチェック □

ギカイの時間 0817 ギカイの時間 

災
害
対
応
つ
い
て

市
道
に
接
す
る
石
垣
の
調
査
及

び
対
応
を
伺
う
。

職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
市
民
情
報
に
基
づ
く
現
地
確

認
を
し
て
い
る
。

あ
き
る
野
市
で
は「
秋
川
渓
谷
」

な
ど
観
光
に
力
を
入
れ
、
観
光

客
は
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

災
害
時
の
観
光
客
の
帰
宅
困
難

者
へ
の
対
応
を
伺
う
。

五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
、
東
部
図

書
館
エ
ル
を
帰
宅
困
難
者
の
受

け
入
れ
施
設
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
及
び

西
東
京
バ
ス
と
帰
宅
困
難
者
対

応
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。

災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
公

衆
電
話
が
有
効
で
あ
る
と
の
報

道
も
あ
る
が
、
あ
き
る
野
市
で

は
公
的
な
場
所
で
の
公
衆
電
話

及
び
特
設
公
衆
電
話
は
何
か
所

設
置
し
て
い
る
か
。

五
日
市
会
館
や
秋
川
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
等
13
か
所
に
公
衆
電

話
を
設
置
、
小
中
学
校
体
育
館

や
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
、
五
日

市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
等
18
か
所

の
避
難
所
に
災
害
時
専
用
の
公

衆
電
話
を
配
備
し
て
い
る
。

９
月
22
日
、
当
市
に
も
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
９
号
の
被
害

及
び
今
後
の
課
題
は
。

菅
生
地
区
に
避
難
勧
告
を
出
し

た
が
、
幸
い
人
的
な
被
害
は
な

か
っ
た
。河
川
の
増
水
時
に
防
災

行
政
無
線
で
迅
速
な
周
知
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
。 細谷　功

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
運
用

開
始
に
つ
い
て

公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
に

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
新
設
さ

れ
た
。
本
市
が
構
築
を
目
指
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

以
下
質
問
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
は
。
ま
た
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
影

響
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
医

療
分
野
に
お
け
る
中
核
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
病
床
数
は

43
床
と
の
こ
と
だ
が
、
秋
川
流

域
の
人
口
を
考
え
た
場
合
、
市

と
し
て
十
分
な
数
と
思
う
か
。

現
状
に
お
い
て
は
適
切
な
病
床

数
と
理
解
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
医

療
分
野
を
担
う
と
期
待
さ
れ
る

が
、
不
安
要
素
は
な
い
の
か
。

現
状
は
急
性
期
患
者
の
継
続
療

養
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、在

宅
や
介
護
施
設
か
ら
の
受
け
入

れ
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る
機

能
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
同
じ
く
、

対
応
で
き
る
薬
局
の
整
備
も
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

今
後
、
全
て
の
薬
局
が
か
か
り

つ
け
薬
局
の
機
能
を
持
つ
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

他
に
農
業
分
野
に
お
け
る
障
が

い
者
就
労
、（株
）セ
ブ
ン
ー
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
包
括
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 栗原　剛

定例会議最終日に、決算特別委員会で審査し
た結果を子籠委員長が報告し、全会派が平成
２７年度一般会計決算の内容について賛成・
反対の討論を行いました。討論の主な内容を
掲載します。

自由民主党
志清会
一般会計の決算規模は前年
度比、歳入で20億8709万
3千円の増、歳出で 19億
7632万4千円の増となった。
歳入歳出いずれも前年度を
大幅に上回っているが、要因
は土地開発公社清算事業や、
学校給食センター用地取得
によるものと理解する。財政指標は改善傾向にあり
評価するが、引き続き行財政改革を推進してほしい。
歳入については、固定資産税、たばこ税等の減収に
より約5200万円の減収となったが、一方で 98. 2％
と高い徴収率を維持しており、職員の努力に敬意を
表す。歳出についても、「子育てひろば」の新設、ハ
ザードマップ全戸配布、観光拠点整備やＰＲ活動等
バランスのとれた財政運営と評価し、賛成する。

明るい未来を
創る会
歳入決算額330億2025万
1863円、歳出決算額321億
5140万9041円と過去５年
間では最高額。要因は市債が
44億2298万1千円で前年
度比、117.1％の増である。
結果 27年度末借入総額は
640億652万円となり、市
民一人当たり 76万 8千円の借金となる。土地開発
公社解散のための土地購入借入額17億9千万円のう
ち、実質土地の価格は約8億4千万円程度しかなく、
9億 5千万円分は権利放棄である。その上区画整理
事業にも多額な借金がかさみ、富士通跡地は何らか
の開発が予想されるなど、状況は変わる。その他さ
まざまな視点から検討し、思量した結果、本決算に
は反対する。

このような理由で一般会計決算の
認定に賛成・反対しました。

栗原議員合川議員

子籠委員長

傷病初期の症状が変化しやすい時期
※急性期

※
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交
通
施
策
に
つ
い
て

拡
幅
中
の
都
道
１
６
９
号
線
に

お
い
て
、
滝
山
街
道
の
抜
け
道

と
し
て
通
行
量
が
増
加
し
、
小

学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
交
通
事
故
が
懸
念

さ
れ
る
。市
と
し
て
関
係
各
所
と

連
携
を
と
っ
た
後
の
対
応
策
は
。

都
道
１
６
９
号
線
渕
上
・
日
野

線
及
び
市
道
１
２
９
号
線
の
拡

幅
促
進
協
議
会
か
ら
も
要
望
が

あ
り
、
現
在
、
交
通
規
制
等
に

つ
い
て
、
交
通
管
理
者
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。

本
年
４
月
末
か
ら
大
型
車
は
進

入
禁
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
通

学
時
間
の
速
度
超
過
に
対
し
て

対
策
で
き
な
い
か
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
置
が
考

え
ら
れ
る
。
西
秋
留
小
学
校
周

辺
に
も
２
か
所
、
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
が
あ
る
。
子
ど
も
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

小
学
校
区
ご
と
に
、
徒
歩
で
通

学
で
き
る
半
径
５
０
０
ｍ
の
範

囲
を
目
途
と
し
一
定
地
域
に
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
や
警
察
署
、
関
係
諸
団
体
と

連
携
を
図
り
、
交
通
取
り
締
ま

り
の
強
化
、
啓
発
な
ど
の
協
力

体
制
を
ま
ず
は
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
に
当
市
の
未
来
、
教
師
の
多

忙
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

中村 のりひと

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
に
つ
い
て

平
成
27
年
４
月
の
改
正
介
護
保

険
法
で
、
来
年
４
月
か
ら
始
ま

る
市
に
よ
る
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

伺
う
。

国
が
行
っ
て
い
た
要
支
援
の
方

の
介
護
予
防
を
、
自
治
体
が
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
な
い
か
。

入
浴
介
護
な
ど
の
身
体
介
護
を

含
む
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
、

食
事
の
調
理
な
ど
の
生
活
援
助

の
み
の
サ
ー
ビ
ス
の
ど
ち
ら
も
、

内
容
は
移
行
前
と
同
様
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
低
下
は
し
な
い
。

訪
問
介
護
職
員
の
ほ
か
に
、
市

が
実
施
す
る
研
修
を
受
講
し
た

研
修
者
も
従
事
で
き
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
か
ら
、

身
体
介
護
等
の
項
目
を
除
い
た

介
護
の
基
本
、
介
護
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
老
化

の
理
解
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

介
護
事
業
者
は
年
々
事
業
内
容

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
っ

か
り
と
し
た
介
護
研
修
者
へ
の

報
酬
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
市

の
取
り
組
み
は
。　　

関
係
法
令
に
基
づ
き
、
介
護
事

業
者
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に

支
払
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
雇
用
に
か
か
る
事
業
者
へ

の
指
導
は
、
労
働
基
準
監
督
署

な
ど
の
機
関
が
所
管
し
て
お
り
、

市
が
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

他
に
高
齢
者
福
祉
、
富
士
通
周

辺
の
都
市
計
画
、増
戸
地
区
生
活

環
境
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 合川　哲夫

＊千円以下切り捨て

総務費
45億 295万円

土地開発公社清算代位弁済金

社会保障・税番号制度
総合行政システム
改修等委託料

17億 9000万円

2049万円

民生費
126億 4097万円

高齢者緊急通報システム
事業委託料

生活困窮者自立支援事業経費

614万円

397万円

民生費

児童手当

子育てひろば設置工事
13億 3150万円

762万円

衛生費
30億 3974万円

がん検診事業健康診断委託料

環境基本計画推進業務委託料
8億円

210万円

農林水産費
3億 4709万円

林道鍾乳洞沢線開設工事

有害鳥獣捕獲委託料
3028万円

315万円

商工費
6億 7321万円

秋川渓谷観光実態調査委託料

旧戸倉小学校観光施設整備事業
改良・改修工事

　189万円

2億 2847万円

土木費
35億 6931万円

市営住宅解体除却工事

学校給食センター用地買収費

消防費
11億 8606万円

消防車両購入費

ハザードマップ作成委託料
4516万円

326万円

4066万円

7億 3555万円

教育費
28億 3969万円

全国地芝居サミット
開催事業補助金

小学校体育館屋根
防水改修工事

1728万円

2255万円

平成27年度決算をチェック □教 育

財 政

ギカイの時間 0619 ギカイの時間 

歳入（収入） 歳出（支出）

ギカイの時間 06

税金の使い方を確認しました。

一般会計歳入 一般会計歳出

一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）

321億5140万9041円

533億8902万8810円
平成 27 年度各会計決算状況

一般会計

特別会計

３３０億２０２５万１８６３円

国民健康保険 １１１億４２０８万１８１円
後期高齢者医療 １７億１７５３万３５２９円
介護保険 ５５億６３９２万１３４５円
戸倉財産区 １０５４万２８６７円
下水道事業 ３３億５３１９万４６１８円
テレビ共同受信事業 ２９７４万１８４２円

３２１億５１４０万９０４１円

１０７億８８２３万５５３８円
１６億６７５８万３９４５円
５４億３７６０万７２３０円

２４６万４３５７円
３３億１１９８万６８５７円

２９７４万１８４２円

市税 32.1％

都支出金
14.8％

国庫支出金
12.3％

地方交付税
12.2％

市債
13.4％

地方消費税交付金 5.4％

諸収入 2.5％

繰越金 2.3％

使用料及び手数料 1.3％ 分担金及び負担金 1.2％
その他 2.5％

民生費 39.3％

土木費
11.1％

教育費
8.8％

衛生費
9.5％

公債費
9.5％

総務費
14.0％

消防費 3.7％

商工費 2.1％

農林水産費 1.1％
その他 0.9％

市長は、翌年度予算を決める３月の定例会議
までに、監査委員がチェックした前年度決算
について、議会の審査・確認を受けなければ
なりません。そのため、９月13日・14日の２日
間、皆さんが納めた税金がどのように使われ
たか、決算特別委員会を開催し確認しました。
そして全ての決算が認定されました。使い道
について一部を左ページで紹介します。

２
０
２
０
年
か
ら
小
中
学
校
で

順
次
実
施
す
る
次
期
学
習
指
導

要
領
の
中
間
報
告
が
公
表
さ
れ

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視

点
か
ら
学
習
課
程
の
質
的
な
改

善
を
図
る
こ
と
、
ま
た
小
学
校

中
学
年
で
外
国
語
活
動
を
実
施

し
、
高
学
年
で
は
外
国
語
活
動

か
ら
英
語
科
へ
移
行
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。こ
れ
に
対
し
市
で
は
、

平
成
28
年
度
の
小
中
一
貫
教
育

研
究
校
で
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー

ニ
ン
グ
型
授
業
を
テ
ー
マ
に
教

育
研
究
を
推
進
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
英
語
教
育
は

平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
中
学

年
で
は
外
国
語
活
動
を
、
高
学

年
で
は
英
語
科
を
段
階
的
先
行

実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
通
級
制
に
代

わ
り
特
別
支
援
教
室
を
実
施
し

て
い
る
。

他
に
都
市
計
画
道
路
、
自
然
災

害
、
過
疎
化
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

清水　晃

富
士
通
が
あ
き
る
野
市
か
ら
撤

退
す
る
と
聞
く
。
当
市
で
の
操

業
期
間
と
納
税
へ
の
影
響
は
。

操
業
期
間
は
約
16
年
。
土
地
の

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

建
物
が
変
更
さ
れ
た
場
合
や
法

人
数
と
従
業
員
数
の
変
動
に
よ
っ

て
は
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
な

ど
へ
の
影
響
が
あ
る
。

初
雁
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
ど
の
く
ら
い
納
税
へ
の

影
響
が
あ
る
か
。

平
成
28
年
に
市
街
化
区
域
に
編

入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
今
後
、
都

市
計
画
税
を
課
税
。
こ
れ
ま
で

の
固
定
資
産
税
と
比
較
す
る
と

大
幅
な
増
額
に
な
る
ほ
か
、
進

出
企
業
へ
の
法
人
市
民
税
な
ど

の
課
税
も
考
え
ら
れ
る
。

市
長
公
用
車
を
ハ
イ
ヤ
ー
に
変

え
た
の
は
、
い
つ
か
ら
で
、
そ

の
経
費
は
。

指
名
競
争
入
札
で
平
成
27
年
７

月
か
ら
３
年
間
の
契
約
。
税
込

み
で
年
間
５
１
８
万
４
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

小
池
都
知
事
は
知
事
報
酬
を
半

減
す
る
た
め
の
条
例
案
を
提
出

す
る
と
の
こ
と
。
市
長
も
身
を

切
る
改
革
に
着
手
さ
れ
た
ら
ど

う
か
。

小
池
知
事
は
選
挙
公
約
に
基
づ

き
、
知
事
報
酬
の
削
減
を
実
施

す
る
と
理
解
し
て
い
る
。
私
も

選
挙
公
約
で
掲
げ
た
各
施
策
に

つ
い
て
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。 奥秋　利郎

次
期
学
習
指
導
要
領

に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て



﹇ 

書
き
方 

﹈

● 

請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、
理

由
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

簡
潔
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
場
所
な
ど
の
表
示
が
必

要
な
も
の
は
、
図
面
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

● 

２
名
以
上
で
請
願
（
陳
情
）
を
行
う
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
を
書
い

た
署
名
簿
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
署
名
者
が
そ
の
請
願（
陳
情
）

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
各
署
名
簿
に
件
名
、

趣
旨
、
理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇ 

提
出
先 

﹈

あ
き
る
野
市
役
所
６
階
の
議
会
事
務
局
に
、直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間:

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡（
５
５
８
）
１
１
１
１

○○○に関する請願（陳情）

１．趣旨
２．理由
　紹介議員　○○○○
　　　　　平成　　年　　月　　日
請願（陳情）者
住　　所
氏　　名　　　　　　　　外　　名
電話番号
あきる野市議会議長　○○○○　殿

○印

○印

提
案
理
由

政 策

全
学
年
で
の
35
人
学
級
実
施
を

要
望
す
る
意
見
書
は
提
出
し
ま
せ
ん
。

少
人
数
の
学
級
編
成
は
、学
習
効
果
を
高
め
る
点
に
お
い
て
も
、人
格

形
成
の
た
め
に
も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、全
学
年
で
の
35
人
学
級
の
実

現
を
要
望
す
る
意
見
書
を
国
と
東
京
都
に
提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う

陳
情
で
す
。反
対
議
員
が
多
か
っ
た
た
め
、意
見
書
は
提
出
し
ま
せ
ん
。

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
が
健
康
障
害
を
被

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
社
会
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
２
０
２
０
年
に
控
え
た
東
京

都
に
対
し
、受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
議
員
の
賛
成
で
都
及
び
都
議
会
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

〈 

議
員
提
出
議
案
第　
ー　
号 

〉
　
　
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

28

5

〈 

陳
情
第　
ー　
号 

〉
　
　
全
学
年
で
の
35
人
学
級
実
施
を
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

28

5

東
京
都
の
み
な
ら
ず
日
本
が
世
界
の
注

目
を
集
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
あ
た
っ
て
、
国
際
的
に
常

識
と
な
り
つ
つ
あ
る
受
動
喫
煙
を
避
け

る
た
め
の
有
効
な
手
段
を
と
ら
な
い
こ

と
は
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
、
大

き
な
損
失
に
な
り
か
ね
な
い
。

喫
煙
者
の
権
利
も
守
り
、
飲
食
店
な
ど

の
実
情
も
考
慮
し
つ
つ
、
受
動
喫
煙
防

止
を
積
極
的
に
進
め
る
対
策
が
早
急
に

必
要
な
た
め
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

35
人
学
級
の
制
度
化
は
施
設
の
問
題
も

あ
る
し
、
か
な
り
の
先
生
の
増
員
も
必

要
だ
と
思
う
。

現
在
す
で
に
実
施
し
て
い
る
少
人
数
指

導
や
特
別
支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
っ

た
方
が
い
い
。

今
の
先
生
は
非
常
に
多
忙
で
あ
り
、35
人

学
級
が
実
現
す
れ
ば
か
な
り
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
。
先
生
の
負
担
を
軽
減

し
な
く
て
は
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教

育
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

05 ギカイの時間 ギカイの時間 20

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
か
ら
の

要
望
で
市
道
及
び
橋
梁
の
新
設

や
改
修
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
道

路
照
明
や
樹
木
の
伐
採
、
排
水

不
良
や
浸
水
な
ど
の
要
望
件
数

と
未
着
手
の
件
数
、
未
着
手
事

業
の
完
成
費
用
は
い
く
ら
か
。

平
成
28
年
７
月
末
現
在
で
、市
道

の
新
設
及
び
改
修
・
補
修
要
望

の
件
数
は
75
件
、
う
ち
未
施
行

が
13
件
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
54

件
で
未
着
手
が
１
件
。
道
路
照

明
は
47
件
で
未
着
手
が
１
件
。

樹
木
の
伐
採
は
44
件
で
未
着
手

は
な
し
。
側
溝
清
掃
等
は
33
件

で
未
着
手
が
２
件
と
な
っ
て
い

る
。
未
着
手
の
理
由
は
、
地
権

者
や
近
隣
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
未
着
手

事
業
の
費
用
は
、
約
24
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
が
及
ぼ
し
た
国
家
賠

償
法
「
国
又
は
公
共
団
体
の
公

権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
が
、

そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
、

故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
違
法

に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き

は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
、
こ

れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。」

に
基
づ
い
た
内
容
を
知
ら
な
い

で
泣
き
寝
入
り
す
る
市
民
も
多

い
と
思
う
が
、
合
併
後
の
賠
償

件
数
は
何
件
あ
っ
て
、
賠
償
金

の
総
額
は
い
く
ら
か
。

過
去
10
年
分
の
計
上
で
、
件
数

が
21
件
、
金
額
が
２
８
９
万
７

３
４
６
円
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
市
内
に
点
在
す
る
遊
休
地
、

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

野村　正夫

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

　
12
月
定
例
会
議
で
は
11
月
21
日（
月
）ま
で
に
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
を
審
査
し
ま
す
。

〈 

請
願 

〉

市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
議
長
が
受
理
し
、各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
。議
会
最
終
日
に
各
常
任
委
員
長

が
審
査
結
果
を
報
告
し
、採
択・
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

〈 

陳
情 

〉

市
議
会
議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
請

願
と
同
じ
で
す
。

今号では
この中から
3つを

９
月
定
例
会
議
の
議
案
は

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

月
定
例
会
議　
会
議
期
間　
日
間　
月　
日
〜　
月　
日  

23

9

8

30

9

21

　
月
定
例
会
議　
議
案
審
議

9

環境建設委員会 市内視察広報広聴委員会 先進地へ視察

総務委員会 市内視察 常任委員会と各種団体との意見交換会

広報広聴委員会では、７月 21日に東村山市議会
を訪れました。議会報告会の内容や開催方法など
についての説明を受け、活発な意見交換を行いま
した。

環境建設委員会では、８月８日に東京サマーラン
ド前の魚道の現地視察を行い、砂利が堆積してい
る現況を確認しました。

総務委員会では、９月６日に災害時に災害対策本
部が設置される防災センターと、災害用の備蓄品
や発電機などの備品を保管している防災倉庫（旧
秋川図書館）を視察しました。

福祉文教委員会では７月12 日に公立阿伎留医療
センターと、また環境建設委員会では７月 25日
に農業委員会と、８月８日に商工会との意見交換
会を開催しました。各団体の現状や課題を直接聞
くことができ、有意義な意見交換会となりました。

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
た
め
の

補
助
金
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

介
護
に
携
わ
る
人
の
負
担
軽
減
の
た
め
、介
護
保
険
事
業
者
に
対
し
て

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
費
用
を
国
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。
補

助
額
は
、
６
１
５
万
３
千
円
で
す
。

〈 

議
案
第　
号 

〉
平
成
28
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

57

ギカイの時間 0421 ギカイの時間 

計　
件
20

市
長
提
出
議
案…

16１
件

議
員
提
出
議
案…

件
3

陳
情…

…
…
…
…

件

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
？

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
移
乗
介
護
、

移
動
支
援
、
排
せ
つ
支
援
、
見
守
り
、

入
浴
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い

て
使
用
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
効
果
の
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
具
体

的
に
は
、
着
用
型
筋
力
補
助
装
置
の
導

入
や
見
守
り
機
能
付
き
介
護
ベ
ッ
ト
の

購
入
等
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。

あきる野市議会レポート



〈
こ
れ
か
ら
の
展
望
は
？
〉

■
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
て
い
き
ま

す　
■
み
ん
な
が
喜
ん
で
、
楽
し
ん
で
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す

■
町
内
会
・
自
治
会
と
ふ
れ
あ
い
福
祉
活
動
、
そ
し

て
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
こ
の
３
つ
で
う
ま
く
連
携
し
て

い
き
た
い
で
す

の
練
習
が
で
き
る
広
い
公
園
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん　
■
行
事
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
活
動
場
所

へ
行
く
途
中
の
交
通
事
故
は
対
象
外
な
の
で
、
そ
こ

が
心
配
で
す

03 ギカイの時間 ギカイの時間 22

No.1

〈
市
や
議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
？
〉

■
地
域
事
情
や
管
理
に
よ
っ
て
有
料
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
る
の
で
、
全
て
無
料
に
し
て
ほ
し
い
で
す　

■
西
秋
留
地
区
に
河
川
運
動
公
園
が
で
き
る
と
い
い

で
す
ね　
■
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
道
具
を
置
け
る
小
屋
な

ど
が
あ
る
と
い
い
で
す　
■
活
動
後
バ
ス
を
待
つ
時

間
が
長
い
の
で
、
も
う
少
し
本
数
が
増
え
る
と
い
い

で
す
ね　
■
市
議
会
に
も
60
歳
以
上
の
方
が
い
ま
す

の
で
、「
地
元
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
入
ろ
う
」
と
い
う

運
動
を
一
緒
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね　
■
現
在
、

秋
川
３
、
４
、
５
丁
目
が
瀬
戸
岡
の
管
轄
で
す
が
、

人
口
も
多
い
の
で
、
新
し
い
町
内
会
や
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す

第
１
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、
10
月
12
日
と
15
日
の
２
日
間
、
あ
き
る
野
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
第
１
回
議
会
報
告
会
を
、
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

中
央
公
民
館
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
後
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

あ
き
る
野
市
議
会
の
概
要
に
つ
い
て
の

説
明
の
あ
と
、
９
月
定
例
会
議
で
審
議

さ
れ
た
議
案
等
や
決
算
特
別
委
員
会
で

議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

主
な
意
見

　
否
決
さ
れ
た
案
件
に
対
し
て
、
賛
成

　
討
論
の
み
で
、
反
対
討
論
が
な
か
っ

　
た
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。

　
議
員
間
の
討
議
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

　
決
算
特
別
委
員
会
の
日
程
を
も
う
一

　
日
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
本
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
委
員
会
の

　
会
議
録
の
冊
子
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

　
又
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
パ
ソ

　
コ
ン
を
設
置
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う

　
に
し
て
ほ
し
い
。

10 月 12日の報告会（議会報告）の様子 10月 15日の報告会（意見交換）の様子

日　時
10 月 12日（水）
午後7時30分から9時まで

10月 15日（土）
午後1時30分から3時まで

場　所

中央公民館
第６、７研修室

五日市地域交流センター
第４、５会議室

参加者数

12 人

21 人

参
加
者
と
議
員
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
あ
き
る
野
市
の
観
光
に
つ

い
て
考
え
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

主
な
意
見

　
次
の
季
節
に
ま
た
訪
れ
て
も
ら
え
る

　
よ
う
に
、
季
節
ご
と
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し

　
て
は
。
冬
場
の
観
光
が
課
題
な
の
で
、

　
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
。

　
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、
農
業
が
体

　
験
で
き
る
観
光
農
園
を
作
っ
て
い
く
。

　
そ
し
て
定
住
化
に
も
つ
な
げ
る
。

　
住
民
が
学
習
会
、
講
演
会
な
ど
を
通

　
じ
て
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
し
、Ｐ
Ｒ

　
で
き
る
観
光
の
目
を
養
っ
て
い
く
。

　
道
路
、
駐
車
場
、
公
共
交
通
網
、
レ

　
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
充
実
。

第
２
部　
意
見
交
換

第
１
部　
議
会
報
告

町内会・自治会を単位にふれあい福祉委員会を設置し、隣近所への声かけ・見守り活動を主とした住民同士の助けあいを推進している。
※ふれあい福祉活動

※

TopicsTopics

活
動
の
要
は
「
健
康
活
動
」「
友
愛
活
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
奉
仕
活
動
」
の
３
つ
で
す
。

〈
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
は
？
〉

■
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
60
歳
以
上
の
方
が
集
ま
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す　
■
現
在
45
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
は
３
１
５
６
人
、
男
女
比
は

ほ
ぼ
半
分
、
70
歳
代
の
方
が
多
い
で
す　
■
活
動
の

要
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
の
「
健
康
活
動
」、
地

域
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
見
守
り
を
行
う
「
友
愛
活

動
」、
花
壇
の
整
理
や
清
掃
、
学
童
の
見
守
り
な
ど
の

「
奉
仕
活
動
」
の
３
つ
で
す　
■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

て
面
倒
を
見
る
の
は
大
変
で
す
が
、
社
会
と
の
接
点

を
作
っ
て
お
く
と
い
う
意
味
で
は
と
て
も
大
事
な
活

動
だ
と
思
い
ま
す　
■
最
近
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
で
町
内
会
・
自
治
会
を
抜
け
て
し
ま
う
方
が
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
声
を

掛
け
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す

■
会
員
増
強
が
課
題
で
す　
■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

〈
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
〉

〈
悩
み
や
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？
〉

を
週
２
回
、
他
に
輪
投
げ
と
カ
ラ
オ
ケ
を
月
２
回
や

っ
て
い
ま
す　
■
ま
ち
の
清
掃
後
の
お
茶
飲
み
会
が

楽
し
い
で
す　
■
日
帰
り
旅
行
や
新
春
に
は
落
語
を

聴
く
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

■
日
々
の
活
動
が
健
康
寿
命
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す

■
年
２
回
の
歩
こ
う
会
で
は
、
電
車
に
乗
る
と
き
に

切
符
を
取
り
忘
れ
た
り
、
失
く
し
て
し
ま
う
人
が
い

ギカイの時間 0223 ギカイの時間 

高齢者クラブ

市議会

今回は、グラウンドゴルフやカラオ
ケ、ボランティア活動など、日々元
気にご活躍中のあきる野市高齢者ク
ラブ連合会役員の皆さんです。日頃
の活動内容や悩み、今後についてお
話を伺いました。

No.2

No.3

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、２
月
９
日
に
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、「
議
員

定
数
に
つ
い
て
」
全
議
員
が
活
発
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
さ

ら
に
そ
の
議
論
を
深
め
る
た
め
、再
度
、議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
で
き
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
議
員
定
数
に
関
す
る
議
員
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、
昨
年
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
、
伝
わ
る
、
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
あ
き
る
野
市

議
会
と
議
会
だ
よ
り
「
ギ
カ
イ
の
時
間
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
議
会
活
動
や
議
会
改
革
の
た
め

の
貴
重
な
資
料
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
次
号

の
「
ギ
カ
イ
の
時
間
」
に
お
い
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

平成 28年９月９日から 23日まで調査期間
調査の概要

調査地域
調査対象

主　　な
調査項目

あきる野市全域

市内在住の満18歳以上の市民2,500人（無作為抽出）

回 収 率 34.3％（857人）

・「ギカイの時間」を読んでいますか？
・市議会を傍聴したことがありますか？
・開かれた議会にするために必要だと感じる
  ことは何ですか？　　　　　　　　　　など

▼
日
時

　
平
成
28
年
11
月
14
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
場
所

　
市
役
所
６
階　
議
場

▼
そ
の
他

　
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

前回の議員全員協議会の様子


